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第３章 若者の価値観・行動様式 

 

本章では，前章までに確認した経済要因を踏まえつつ，若者の価値観や行動様式を把

握する。 

第１では，現代の若者を取り巻く諸相のうち，進学，就職，結婚について概説する。 

第２では，インターネット調査により東京に住む若者と，盛岡に住む若者を属性ごと

に分類し，価値観や行動様式の比較を行った。 

 

第１ 現代の若者を取り巻く諸相 

 

１ 進学 

2018 年３月に中学校を卒業し，高校に進学した者は全国で 1,119,580人おり，前年度

より 26,565人減少した。高等学校進学率は 98.8％で前年度と同率である。岩手県の高校

進学率は 99.5％で，就業者の割合は 0.1％である。 

 

2018年３月に高等学校を卒業した者は全国で 1,056,378人おり，前年度より 13,190人

減少した。大学等進学者は 578,041人おり，前年度より 7,143人減少した。大学等進学

率は 54.7％で 2015 年以降横ばいを続けている。専修学校（専門課程）進学者は 168,782

人おり，前年度より 4,894 人減少した。専修学校（専門課程）進学者は 16.0％と減少を

続けている。 

図表３-１-１ 中学校の卒業者数・進学率の推移，都道府県別進学率・就職者の割合 

 

 

出所：文部科学省『学校基本調査―平成 30 年度結果の概要―』（2018 年）から引用 
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岩手県の大学進学率は 44.6％で，全国平均を 10.1ポイント下回っている。一方で，専

図表３-１-２ 高等学校の卒業者数・進学率の推移，都道府県別進学率・就職者の割合 

 

 

 
出所：文部科学省『学校基本調査―平成 30 年度結果の概要―』（2018 年）から引用 
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修学校（専門課程）の進学率は 20.2％で，全国平均を 4.2ポイント上回っている。 

岩手県の高等学校卒業者（既卒者を含む）の進学先大学を都道府県別に確認したのが

次の図表である。 

岩手県内の大学への進学が男性で 25.5％，女性で 32.9％である。宮城県への進学は男

性で 19.0％，女性で 17.9％である。東京圏への進学は男性で 23.8％，女性で 22.6％で

ある。全国的に見ると地元進学率は女性のほうが高く，東京圏における地元進学率の高

さと相まって，東京圏の女性の地元進学率は 95％前後と極めて高くなっている。 

 

2008 年に遡って，岩手県の高等学校卒業者（既卒者を含む）の進学先大学を都道府県

別に確認したのが次の図表３-１-５である。2008年と 2018年を比較すると，東北各県の

図表３-１-３ 出身高等学校の所在地，大学の所在地別入学者，男性，2018年 

 

出所：文部科学省『学校基本調査』を基に作成。 

単位：人

全国 北海道 青  森 岩  手 宮  城 秋  田 山  形 福  島 埼  玉 千  葉 東  京 神奈川
全国 339,867 11,948 2,784 2,441 5,488 1,909 2,263 4,194 19,484 16,424 38,473 23,880

北海道 11,440 7,960 211 166 100 93 60 51 156 160 421 200

青　森 1,849 284 1,044 129 48 91 31 13 17 12 24 9

岩　手 1,375 62 139 623 160 78 34 35 5 11 23 26

宮　城 6,746 133 327 465 3,132 294 379 505 138 81 197 102

秋　田 1,223 26 53 64 42 461 39 33 32 16 35 15

山　形 1,520 43 52 60 272 48 440 136 33 16 27 13

福　島 2,174 21 32 65 120 47 88 897 43 30 68 35

埼　玉 17,437 236 115 92 178 86 112 358 6,028 1,045 3,212 516

千　葉 16,384 187 106 73 140 61 147 289 1,291 5,717 2,694 708

東　京 76,752 1,176 307 261 631 235 339 786 9,074 6,742 24,214 11,221

神奈川 27,374 388 117 156 221 103 190 375 1,280 1,273 5,274 9,869

全国 北海道 青  森 岩  手 宮  城 秋  田 山  形 福  島 埼  玉 千  葉 東  京 神奈川
北海道 3.4% 66.6% 7.6% 6.8% 1.8% 4.9% 2.7% 1.2% 0.8% 1.0% 1.1% 0.8%

青　森 0.5% 2.4% 37.5% 5.3% 0.9% 4.8% 1.4% 0.3% 0.1% 0.1% 0.1% 0.0%

岩　手 0.4% 0.5% 5.0% 25.5% 2.9% 4.1% 1.5% 0.8% 0.0% 0.1% 0.1% 0.1%

宮　城 2.0% 1.1% 11.7% 19.0% 57.1% 15.4% 16.7% 12.0% 0.7% 0.5% 0.5% 0.4%

秋　田 0.4% 0.2% 1.9% 2.6% 0.8% 24.1% 1.7% 0.8% 0.2% 0.1% 0.1% 0.1%

山　形 0.4% 0.4% 1.9% 2.5% 5.0% 2.5% 19.4% 3.2% 0.2% 0.1% 0.1% 0.1%

福　島 0.6% 0.2% 1.1% 2.7% 2.2% 2.5% 3.9% 21.4% 0.2% 0.2% 0.2% 0.1%

埼　玉 5.1% 2.0% 4.1% 3.8% 3.2% 4.5% 4.9% 8.5% 30.9% 6.4% 8.3% 2.2%

千　葉 4.8% 1.6% 3.8% 3.0% 2.6% 3.2% 6.5% 6.9% 6.6% 34.8% 7.0% 3.0%

東　京 22.6% 9.8% 11.0% 10.7% 11.5% 12.3% 15.0% 18.7% 46.6% 41.0% 62.9% 47.0%

神奈川 8.1% 3.2% 4.2% 6.4% 4.0% 5.4% 8.4% 8.9% 6.6% 7.8% 13.7% 41.3%

東京圏 40.6% 16.6% 23.2% 23.8% 21.3% 25.4% 34.8% 43.1% 90.7% 90.0% 92.0% 93.4%

出身高等学校の所在地

大
学
の
所
在
地

区分

区分
出身高等学校の所在地

大
学
の
所
在
地

図表３-１-４ 出身高等学校の所在地，大学の所在地別入学者，女性，2018年 

 

出所：文部科学省『学校基本調査』を基に作成。 

単位：人

全国 北海道 青  森 岩  手 宮  城 秋  田 山  形 福  島 埼  玉 千  葉 東  京 神奈川
全国 288,954 8,733 2,398 2,213 4,644 1,686 1,961 3,308 14,869 13,320 38,082 20,132

北海道 7,553 5,876 145 109 47 82 33 34 47 71 203 84

青　森 1,562 180 993 109 44 85 13 9 2 5 11 6

岩　手 1,233 36 112 727 101 95 29 22 13 6 12 11

宮　城 5,212 58 270 396 2,782 258 408 465 26 24 69 31

秋　田 913 30 54 58 35 411 41 25 10 13 30 14

山　形 1,317 32 47 69 279 51 460 102 20 11 20 9

福　島 1,103 4 19 42 69 30 41 631 11 11 31 10

埼　玉 13,639 162 85 65 124 74 81 214 4,636 905 3,169 380

千　葉 10,866 136 88 62 103 63 73 179 668 4,224 1,928 323

東　京 73,661 936 299 277 562 223 290 709 7,986 6,600 26,082 10,865

神奈川 20,881 317 92 97 195 92 133 267 696 854 5,062 7,762

全国 北海道 青  森 岩  手 宮  城 秋  田 山  形 福  島 埼  玉 千  葉 東  京 神奈川
北海道 2.6% 67.3% 6.0% 4.9% 1.0% 4.9% 1.7% 1.0% 0.3% 0.5% 0.5% 0.4%

青　森 0.5% 2.1% 41.4% 4.9% 0.9% 5.0% 0.7% 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

岩　手 0.4% 0.4% 4.7% 32.9% 2.2% 5.6% 1.5% 0.7% 0.1% 0.0% 0.0% 0.1%

宮　城 1.8% 0.7% 11.3% 17.9% 59.9% 15.3% 20.8% 14.1% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2%

秋　田 0.3% 0.3% 2.3% 2.6% 0.8% 24.4% 2.1% 0.8% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1%

山　形 0.5% 0.4% 2.0% 3.1% 6.0% 3.0% 23.5% 3.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.0%

福　島 0.4% 0.0% 0.8% 1.9% 1.5% 1.8% 2.1% 19.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.0%

埼　玉 4.7% 1.9% 3.5% 2.9% 2.7% 4.4% 4.1% 6.5% 31.2% 6.8% 8.3% 1.9%

千　葉 3.8% 1.6% 3.7% 2.8% 2.2% 3.7% 3.7% 5.4% 4.5% 31.7% 5.1% 1.6%

東　京 25.5% 10.7% 12.5% 12.5% 12.1% 13.2% 14.8% 21.4% 53.7% 49.5% 68.5% 54.0%

神奈川 7.2% 3.6% 3.8% 4.4% 4.2% 5.5% 6.8% 8.1% 4.7% 6.4% 13.3% 38.6%

東京圏 41.2% 17.8% 23.5% 22.6% 21.2% 26.8% 29.4% 41.4% 94.1% 94.5% 95.2% 96.0%

区分
出身高等学校の所在地

大
学
の
所
在
地

区分
出身高等学校の所在地

大
学
の
所
在
地
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男性では地元進学率の増減にばらつきが生じている。青森県，宮城県，秋田県では増

加，岩手県，山形県，福島県では減少している一方で，女性では，各県とも地元進学率

が上昇している。また，東北各県から宮城県への進学は男性では増加しているが，女性

では秋田県及び福島県で増加し，青森県，岩手県，山形県で減少している。東京圏の大

学への進学率は，男女とも宮城県を除く東北各県で低下している。 

この 10年間の大学

生，短期大学生の奨

学金の受給状況を確

認したのが次の図表

である。奨学金を受

給している学生の割

合は，2006年から

徐々に増加，2012年

にピークの 52.5％

（大学）に達し，以

降減少している。自

宅から通う学生の比

率が年々増加すると

ともに，アパート等

から通う学生の比率

が減少しており，奨

学金の受給者の減少

は実家で生活する学

生が増加しているこ

とと関連性がある可

能性がある。 

図表３-１-５ 出身高等学校の所在地別大学の入学者，男女，2008年 

男性 

 

女性 

 
出所：文部科学省『学校基本調査』を基に作成。 

全国 北海道 青  森 岩  手 宮  城 秋  田 山  形 福  島 埼  玉 千  葉 東  京 神奈川
北海道 2.7% 71.4% 6.4% 4.0% 0.9% 3.3% 1.7% 0.9% 0.3% 0.3% 0.3% 0.3%

青　森 0.5% 2.0% 34.8% 5.7% 0.8% 5.2% 0.9% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

岩　手 0.4% 0.4% 4.9% 29.1% 2.2% 5.9% 2.0% 0.8% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0%

宮　城 2.0% 0.6% 12.4% 18.0% 63.8% 13.3% 21.2% 13.5% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1%

秋　田 0.3% 0.3% 2.5% 3.5% 0.7% 21.3% 0.9% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

山　形 0.4% 0.4% 1.4% 2.8% 4.6% 2.5% 18.5% 2.4% 0.2% 0.1% 0.1% 0.0%

福　島 0.4% 0.1% 1.1% 2.2% 2.3% 2.3% 2.9% 16.1% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0%

埼　玉 5.5% 1.8% 4.6% 3.6% 2.7% 5.0% 5.5% 8.3% 32.7% 9.0% 10.7% 2.7%

千　葉 3.6% 1.2% 2.9% 2.7% 1.8% 3.6% 3.8% 5.5% 5.5% 29.9% 5.3% 1.8%

東　京 23.6% 9.3% 15.4% 13.9% 10.2% 19.0% 18.2% 24.8% 49.9% 46.5% 64.1% 50.3%

神奈川 8.1% 3.2% 5.5% 4.7% 3.4% 6.6% 7.0% 8.7% 6.1% 9.2% 16.2% 41.8%

東京圏 40.8% 15.5% 28.4% 24.9% 18.1% 34.2% 34.5% 47.3% 94.2% 94.6% 96.2% 96.5%

区分
出身高等学校の所在地

大
学
の
所
在
地

全国 北海道 青  森 岩  手 宮  城 秋  田 山  形 福  島 埼  玉 千  葉 東  京 神奈川
北海道 3.6% 70.8% 8.6% 5.0% 2.0% 4.6% 2.5% 1.1% 0.7% 0.7% 0.6% 0.7%

青　森 0.5% 1.8% 32.4% 5.6% 1.0% 4.4% 1.3% 0.6% 0.1% 0.1% 0.0% 0.0%

岩　手 0.4% 0.5% 4.7% 26.9% 3.0% 4.6% 1.4% 0.8% 0.1% 0.0% 0.1% 0.0%

宮　城 2.0% 0.8% 10.4% 17.2% 56.3% 13.0% 14.4% 10.7% 0.4% 0.4% 0.3% 0.3%

秋　田 0.3% 0.2% 2.0% 3.6% 0.9% 18.6% 1.7% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

山　形 0.4% 0.3% 1.3% 3.8% 4.4% 2.2% 16.8% 2.3% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1%

福　島 0.7% 0.2% 2.0% 2.6% 3.3% 3.2% 4.0% 22.3% 0.2% 0.2% 0.1% 0.1%

埼　玉 5.6% 1.8% 5.2% 4.1% 3.2% 5.8% 7.6% 8.5% 33.8% 6.9% 10.0% 2.5%

千　葉 5.1% 1.4% 3.8% 3.9% 2.4% 4.3% 6.3% 7.0% 7.0% 37.3% 8.1% 3.2%

東　京 22.0% 9.8% 14.2% 13.8% 11.1% 17.5% 16.9% 21.1% 44.2% 38.5% 60.6% 44.5%

神奈川 9.0% 3.2% 5.2% 5.2% 4.6% 7.2% 8.9% 9.4% 7.8% 9.8% 15.9% 45.3%

東京圏 41.8% 16.1% 28.3% 26.9% 21.3% 34.9% 39.7% 45.9% 92.8% 92.5% 94.6% 95.5%

区分
出身高等学校の所在地

大
学
の
所
在
地

図表３-１-６ 何らかの奨学金を受給している学生，居住形態別

学生数 

 

出所：独立行政法人日本学生支援機構『学生生活調査結果』を基に作成。 

 

出所：独立行政法人日本学生支援機構『学生生活調査報告』から引用 

単位：％
2006年 2008年 2010年 2012年 2014年 2016年

大学（昼間部） 40.9 43.3 50.7 52.5 51.3 48.9

短期大学（昼間部） - - - 53.4 52.9 52.2
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２ 就職 

 中学校を卒業して就職（進学しながら働いているものを含む）したものは全国で 2,267

人で，前年度より 937人減少した。就職者総数を産業別にみると，最も多いのが第二次

産業（鉱業・採石業・砂利採取業，建設業，製造業）の 1,071 人（就職者総数の 

47.2 ％）で，次いで第三次産業（電気・ガス・熱供給・水道業，情報通信業，運輸業・

郵便業，卸売業・小売業，金融業，保険業，不動産業・物品賃貸業，学術研究・専門・

技術サービス業，宿泊業・飲食サービス業，生活関連サービス業・娯楽業，教育・学習

支援業，医療・福祉，複合サービス事業，サービス業（他に分類されないもの），公務

（他に分類されるものを除く）の 909 人（同 40.1 ％）等である。就職者総数のうち県

外（出身中学校が所在する県以外の県）へ就職した者は 358 人で就職者総数の 15.8 ％

を占めており，前年度より 2.3 ポイント上昇している。岩手県の就職率は 0.1％と低

い。 

 高等学校を卒業して就職したもの（進学しながら働いているものを含む）は全国で

186,234人で，前年度より 4,025人減少している。卒業者に占める就職者の割合は 17.6%

で，前年度より 0.2ポイント低下している。産業別にみると，製造業が 40.4％を占め，

卸売業・小売業が 11.0％，建設業が 8.2％である。就業者総数を職業別に見ると，生産

工程従事者が 39.3％で最も多く，サービス職業従事者が 14.4％，事務従事者が 11.2％，

販売従事者が 8.8％である。就職者総数のうち，県外へ就職したものは就職者の 18.9％

を占めており，前年度より 0.1ポイント増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 岩手県の高等学校を卒業して就職したものを産業別に見ると，製造業が 38.1％で最も

多く，建設業が 18.0％，公務が 8.3％，卸売業・小売業が 8.1％でつづく。女性では製造

業が 29.0％で最も多く，卸売業・小売業が 16.3％，宿泊業・飲食サービス業が 12.5％，

医療・福祉が 11.1％で続く。 

県外に就職した者は，製造業が 293人で最も多く，建設業が 175人，卸売業・小売業

が 123 人，宿泊業・飲食サービス業が 106 人で続く。 

他県に就職した者が多い産業としては情報通信業（68.0％），電気・ガス・熱供給・水

道業（67.2％），その他のサービス業（57.7％），運輸業・郵便業（53.3％）の４産業で

図表３-１-７ 高等学校を卒業した就業者の産業別就業者の比較 

出所：文部科学省『学校基本調査―平成 30 年度結果の概要―』（2018 年）から引用 
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半数以上が県外に転出している。 

 

岩手県内の大学等の卒業生の県内就職率を一括して把握できる統計資料は存在しない

ため，岩手大学と岩手県立大学の県内就職状況を概観する。 

 岩手大学の 2017年度卒業生の業種別・都道府県別就職先の一覧が次の表である。 

学部生の就職者では岩手県（276人）が多く，東京都（139 人），宮城県（134人）が次

ぐ。 

岩手県への就職者を産業別にみると公務（82 人）が最も多く，教育・学習支援業（64

人），金融業・保険業（24 人）が次ぐ。宮城県への就職者を産業別に見ると，公務（44

人）が最も多く，教育・教育支援業（26人），金融業・保険業（9人）が次ぐ。岩手県市

部において全国全産業中位所得の平均を超える産業（第２章参照）に合致する。 

東京都への就職者を産業別にみると，情報通信業（24 人）が最も多く，製造業（22

人），公務（17人）が次ぐ。国勢調査に基づく就業と社会移動の実態（第２章参照）で明

らかにした東京圏への転出者（男性）が就業している産業に合致する。 

なお，修士の就業者では，東京都（84 人）が多く，岩手県（49人），東京都を除く関

東（35 人）が次ぐ。 

東京都への就職者を産業別にみると，製造業（44 人）が最も多く，情報通信業（16

人），学術研究・専門・技術サービス業（７人）が続く。 

岩手県への就職者を産業別にみると教育・学習支援業（21人）が最も多く，製造業

（９人），公務（５人）が次ぐ。 

東京都を除く関東への就職者を産業別にみると製造業（27人）が最も多く，建設業

（３人）が続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表３-１-８ 岩手県の高等学校を卒業した就業者の産業別就業者の比較 

出所：岩手県『学校基本調査報告書』（2018 年）から引用 
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岩手県立大学の 2017年卒業者で

は，看護学部（55.7％），ソフトウェ

ア情報学部（73.8％）で県外就職が

半数を超えている。2016年卒業者で

は，社会福祉学部（51.5％）とソフ

トウェア情報学部（78.6％）で県外

就職が半数を超えており，国勢調査

に基づく就業と社会移動の実態（第

２章参照）で明らかにした東京圏へ

の転出者（男性：情報通信業，女

性，医療・福祉）と合致している。

短期大学部では，県内への就職が６

割を超える。  

 

岩手労働局が，過去 3ヵ年度の学歴別の新卒者にかかる 2018年３月までの間の離職状

況をまとめたものが次の図表３-１-11である。 

 男女で比較すると，女性の離職率が高い。中学校卒を除いた学歴別で比較すると高卒

の離職率が最も高く，短大等，大学と続く。 

 全国と岩手県を比較すると，大学卒の離職率が全区分で全国を大幅に上回っている。

一方で，短大等，高等学校では，全区分で全国の離職率を下回っている。 

図表３-１-10 岩手県立大学の都道府県別就職先 

（学部，短期大学），2017 年，2016年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：岩手県立大学ホームページから引用 https://www.iwate-

pu.ac.jp/career/ 

図表３-１-９ 岩手大学の都道府県別就職先（学部生），2017 年 
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 この現象は，（a）仕事の数＝岩手県内において大卒者に対して，大卒者が満足する仕

事の絶対数が不足している，（b）仕事の質＝岩手県内において大卒者が従事する仕事の

質（内容，待遇）が低い，のいずれかが原因になっているものと考えられる。 

 

３ 結婚 

  全国の終戦後の婚姻件数の年次推移を見ると，婚姻件数は終戦直後に急減したのち

回復し，1970年にピークを迎えた。以降長期的に減少を続けている。婚姻率（人口千

人あたりの婚姻件数）も減少を続け，1970年代と比較すると半分程度まで減少してい

る。 

 

図表３-１-11 岩手の在職期間別離職状況 

 
出所：厚生労働省岩手労働局「新規学卒就職者の離職率」2018 年 
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全国の平均婚姻年齢

の年次推移をみると，

男女とも年々上昇傾向

にあり，1975年と 2015

年を比較すると男女と

も５－６歳程度上昇し

ている。また，男女の

年齢差は縮小してい

る。 

 

 

 

 

 

  

 

 

盛岡市における 2004

年から 2012年にかけて

の初婚年齢も，全国と

同様，上昇傾向で推移

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表３-１-13 夫婦の平均婚姻年齢及び年齢差，1975-2015年 

 
出所：厚生労働省『平成 28 年度人口動態統計特殊報告「婚姻に関する統計」の概

況から引用 

 注）夫婦とも日本人。 

図表３-１-14 初婚年齢の推移，2004-2012年，盛岡市 

 

出所：盛岡市『人口ビジョン』（2017 年）から引用  

図表３-１-12 婚姻件数及び婚姻率（人口千対），1947-2015年 

 
出所：厚生労働省『平成 28 年度人口動態統計特殊報告「婚姻に関する統計」の概況

から引用 
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 全国の年齢階級別未婚率の推移を見ると，長期的に未婚率の上昇が続いている。男性

の 35-39歳区分では，1985 年から 2015年にかけて 2.5 倍に増加し，同女性では 3.6 倍に

増加している。 

 

 盛岡市の年齢階級別未婚率の推移を見ると，全国と同様に長期的に未婚率の上昇が続

いている。 

 

 

図表３-１-15 年齢階級別未婚率の推移，1960-2015年 

 
出所：内閣府ホームページから引用 https://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/data/mikonritsu.html 

図表３-１-16 盛岡市の年代別未婚率 

        男性                女性 

 

 

図表３-１-16 盛岡市の年代別未婚率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：盛岡市『人口ビジョン』から引用  
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第２ 大都市と地方の若者の価値観・行動様式の比較 

 

 第２では，東京圏に在住する若者と，盛岡広域に在住する若者の価値観や行動様式を

比較することで，現代の若者の姿を浮き彫りにする。 

 なお，本研究は，一般財団法人静岡経済研究所が実施した「若年女性の流出問題を考

える」を参考として岩手県立大学と盛岡市が 2018 年から 2019年にかけて実施している

協働研究「若者の社会動態の分析と関係人口を機軸とした移住・定住施策の推進につい

て」のうち，2018年に実施したインターネット調査の一部を抜粋した。 

１ 全体の調査概要 

調査方法 ：インターネットによるアンケート調査 

調査実施者：岩手県立大学及び盛岡市が（株）マクロミルに委託して実施 

 調査対象 ：盛岡広域に在住経験のある 15-39歳の男女 412 人 

         アンケート回答者として（株）マクロミル及び協力企業にあらかじ

め登録された者の中で，盛岡広域に居住歴がある者の回答を先着順で

回収したため，属性ごとの出現率にばらつきがある。 

 実施時期 ：2018年７月 

 

２ 盛岡と東京の若者の価値観や行動様式の比較 

 

 若者個々の主観を把握するため，東京圏に在住する若者と，盛岡広域に在住する若者

の価値観や行動様式を比較する。比較にあたって，回答者の中から以下の条件を満たす

者 262 名を抽出し，以下の 4つの組に分けて傾向を分析した。なお，件数が少ないた

め，全体を代表していないことに留意が必要である。本調査では埼玉県，東京都，千葉

県，神奈川県を総称して首都圏と称していたため，表中で「首都圏」と表示しているこ

とがある。また，盛岡市及び盛岡広域を合わせて「盛岡」と称していることがある。 

 

 (a)「ずっと岩手盛岡組」岩手県内の学校に進学し，盛岡広域に就職したもの 

 (b)「Ｕターン組」   東京圏の学校に進学し，盛岡広域に就職したもの 

 (c)「進学時流出組」  東京圏の学校に進学し，東京圏に就職したもの 

 (d)「就職時転出組」  岩手県内の学校に進学し，東京圏に就職したもの 

 なお，「Ｕターン組」と「進学時流出組」を合わせて「東京圏進学グループ」と呼び，

「進学時流出組」と「就職時転出組」を合わせて「東京圏就職グループ」と呼ぶ。ま

た，「ずっと岩手盛岡組」と「Ｕターン組」を合わせて「盛岡広域就職グループ」と呼

ぶ。 

 

 

 

 進学先（最終学校）は「ずっと岩手盛岡組」「就職時転出組」では男女とも中学・高等

上段:度数

下段:％ 男性 女性 合計

40               126             166             

24.1            75.9            100.0          

7                 12               19               

36.8            63.2            100.0          

18               17               35               

51.4            48.6            100.0          

12               30               42               

28.6            71.4            100.0          

77               185             262             

29.4            70.6            100.0          

ずっと岩手盛岡組

Uターン組（ 首都

圏）
進学時流出組（ 首

都圏）
就職時転出組（ 首

都圏）

全体

性別

グループ

図表３-２-１ 組別の分布 
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学校が半数を超え，残りを専門学校，短大，大学が構成している。「Ｕターン組」「進学

時流出組」は男女とも大学・短大が 7割を超え，残りのほとんどを専門学校が占めてい

る。 

 

 

 本調査の回答者の年齢区分は，30 代がおおよそ回答者の 60％を占めており，残りのほ

とんどを 20 代が占めている。男女とも「ずっと岩手盛岡組」「Ｕターン組」「就職時転出

組」では年齢区分が上がるほど回答者は増加するが，「進学時流出組」は 25-29 歳及び

30-34 歳区分の回答者が多い。 

 

 

男性 上段:度数

下段:％ 15才～19才 20才～24才 25才～29才 30才～34才 35才～39才 合計

3                 4                 7                 6                 20               40               

7.5              10.0            17.5            15.0            50.0            100.0          

-                   -                   1                 1                 5                 7                 

-                   -                   14.3            14.3            71.4            100.0          

1                 2                 10               2                 3                 18               

5.6              11.1            55.6            11.1            16.7            100.0          

-                   -                   1                 4                 7                 12               

-                   -                   8.3              33.3            58.3            100.0          

4                 6                 19               13               35               77               

5.2              7.8              24.7            16.9            45.5            100.0          

AGEID

ずっと岩手盛岡組

Uターン組（ 首都

圏）
進学時流出組（ 首

都圏）
就職時転出組（ 首

都圏）

全体

code2

女性 上段:度数

下段:％ 15才～19才 20才～24才 25才～29才 30才～34才 35才～39才 合計

3                 21               18               47               37               126             

2.4              16.7            14.3            37.3            29.4            100.0          

-                   1                 4                 1                 6                 12               

-                   8.3              33.3            8.3              50.0            100.0          

-                   1                 5                 7                 4                 17               

-                   5.9              29.4            41.2            23.5            100.0          

-                   1                 9                 10               10               30               

-                   3.3              30.0            33.3            33.3            100.0          

3                 24               36               65               57               185             

1.6              13.0            19.5            35.1            30.8            100.0          

AGEID

ずっと岩手盛岡組

Uターン組（ 首都

圏）
進学時流出組（ 首

都圏）
就職時転出組（ 首

都圏）

全体

code2

図表３-２-４ 組別の年齢区分 

図表３-２-２ 組別進学先（男性） 

図表３-２-３ 組別進学先（女性） 
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 本調査の回答者の婚姻状況は，男女とも未婚者のほうが多い。男女とも「ずっと岩手

盛岡組」の未婚率が高い。男性では「進学時流出組」の未婚率が高く，女性にあっては

「Ｕターン組」の未婚率が高い。 

 

 

 本調査で，中位所得が最も高いのは「就職時転出組」で，「進学時流出組」，「Ｕターン

組」とつづき，「ずっと岩手盛岡組」が最も低い。男性は正規分布に近い釣鐘状に分布し

ているが，女性は所得が高い人を頂点にしたピラミッド型に分布している。 

 

 

 本調査における調査対象者の両親の最終学歴を分析したのが次の図表である。なお，

表中「大学等」は大学及び大学院を指し，「短大・専門」は短期大学及び専門学校を指

し，「高・中」は高等学校及び中学校を指す。男女とも「ずっと岩手盛岡組」では，両親

とも高等学校卒，中学校卒の構成比が約半数を占める。「進学時流出組」では，両親の学

男性 上段:度数

下段:％ 未婚 既婚 合計

25               15               40               

62.5            37.5            100.0          

4                 3                 7                 

57.1            42.9            100.0          

14               4                 18               

77.8            22.2            100.0          

5                 7                 12               

41.7            58.3            100.0          

48               29               77               

62.3            37.7            100.0          

ずっと岩手盛岡組

Uターン組（ 首都

圏）
進学時流出組（ 首

都圏）
就職時転出組（ 首

都圏）

全体

MARRIED

code2

女性 上段:度数

下段:％ 未婚 既婚 合計

68               58               126             

54.0            46.0            100.0          

8                 4                 12               

66.7            33.3            100.0          

8                 9                 17               

47.1            52.9            100.0          

12               18               30               

40.0            60.0            100.0          

96               89               185             

51.9            48.1            100.0          

ずっと岩手盛岡組

Uターン組（ 首都

圏）
進学時流出組（ 首

都圏）
就職時転出組（ 首

都圏）

全体

MARRIED

code2

男性 上段:度数

下段:％ 200万未満 200～400万 400～600万 600～800万 800～1000 1000～1200 わからない 合計

12               19               5                 1                 -                   -                   3                 40               

30.0            47.5            12.5            2.5              -                   -                   7.5              100.0          

1                 4                 1                 -                   -                   -                   -                   6                 

16.7            66.7            16.7            -                   -                   -                   -                   100.0          

3                 6                 5                 3                 -                   -                   1                 18               

16.7            33.3            27.8            16.7            -                   -                   5.6              100.0          

-                   2                 5                 4                 -                   -                   -                   11               

-                   18.2            45.5            36.4            -                   -                   -                   100.0          

16               31               16               8                 -                   -                   4                 75               

21.3            41.3            21.3            10.7            -                   -                   5.3              100.0          

PINCOM E

ずっと岩手盛岡組

Uターン組（ 首都

圏）
進学時流出組（ 首

都圏）
就職時転出組（ 首

都圏）

全体

code2

女性 上段:度数

下段:％ 200万未満 200～400万 400～600万 600～800万 800～1000 1000～1200 わからない 合計

58               45               5                 -                   -                   -                   8                 116             

50.0            38.8            4.3              -                   -                   -                   6.9              100.0          

4                 3                 -                   -                   -                   -                   3                 10               

40.0            30.0            -                   -                   -                   -                   30.0            100.0          

7                 2                 1                 1                 -                   1                 1                 13               

53.8            15.4            7.7              7.7              -                   7.7              7.7              100.0          

10               9                 4                 1                 -                   -                   2                 26               

38.5            34.6            15.4            3.8              -                   -                   7.7              100.0          

79               59               10               2                 -                   1                 14               165             

47.9            35.8            6.1              1.2              -                   0.6              8.5              100.0          

PINCOM E

code2

ずっと岩手盛岡組

Uターン組（ 首都

圏）
進学時流出組（ 首

都圏）
就職時転出組（ 首

都圏）

全体

図表３-２-５ 組別の婚姻状況 

図表３-２-６ 組別の所得状況（個人） 
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歴が高い層の構成比が高くなる。岩手県内では大学進学率が全国に比較して低いが，数

少ない大卒者の子が東京圏に転出する比率が高いことは，東京圏に子どもを学生として

送り出すことができる親の経済力を反映しているものと考えられる。「就職時転出組」で

は，両親の学歴が高い層が一定割合で含まれており，子どもの経済力に頼らない親の比

率が高いものと考えられる。 

 

 

（１）進学先を選ぶ基準 

 進学のために東京圏に進出した者は男性でおよそ 33％，女性で 16％存在した。卒業後

にＵターンしたものは男性でこのうちの 1/5，女性で 1/3であり，男性の 4/5，女性の

2/3 は東京圏に転出したままとなることから，東京圏に進学したものは，そのまま東京圏

に住み続ける傾向が強いと言える。 

 一方で，岩手県内の学校に進学した者は男性でおよそ 67％，女性で 84％存在した。卒

業後に東京に進出したものは，男性でおよそ 1/4，女性で 1/5であり，男性の 3/4,女性の

4/5 は盛岡広域に住み続けている。 

東京圏就職グループでは，男女とも進学先が東京圏でも岩手県内のいずれでも，「将来就

きたい仕事に必要だから」「将来の選択肢を増やすため」など，仕事選択に対する合目的性

をもって進学先選択をしている傾向が強い。 

岩手県内や盛岡広域を進学先として選択したものでは，男女とも「実家から通えるから」

を重視している傾向が強く，特に女性でその比率が高い。 

アンケート結果によれば，男性と女性では，女性がより具体的な将来の仕事をイメージ

して進学先を選択している傾向が読み取れる。 

ずっと岩手盛岡組の男性が，県内の進学先を選択した基準として半数以上が“重視した”

“やや重視した”と回答した項目は，「興味がある分野を学びたかったから」「実家から通

えるから」の 2/15 項目あった。 

ずっと岩手盛岡組の女性が，県内の進学先を選択した基準として半数以上が“重視した”

“やや重視した”と回答した項目は，「実家から通えるから」の 1/15項目あった。 

ずっと岩手盛岡組の男女で比較すると，「興味がある分野を学びたかったから」の男女差

はわずかであり，男女ともほぼ同じ傾向であることがわかる。 

Ｕターン組の男性が東京圏の進学先を選んだ基準として半数以上が“重視した”“やや重

視した”と回答した項目は，0/15項目で，“どちらともいえない”の回答比率が高い。 

男性 上段:度数

下段:％
両親とも大

学等

父親が大学

等

母親が短

大・ 専門

父親が大学

等

母親が高・

中

両親とも短

大・ 専門

父親が短

大・ 専門

母親が高・

中

父親が高・

中

母親が大学

等

父親が高・

中

母親が短

大・ 専門

両親とも

高・ 中

父子家庭

で， 父親が

高・ 中

母子家庭

で， 母親が

短大・ 専門

母子家庭

で， 母親が

高・ 中

わからない 合計

2                 1                 4                 -                   1                 -                   2                 20               -                   -                   1                 9                 40               

5.0              2.5              10.0            -                   2.5              -                   5.0              50.0            -                   -                   2.5              22.5            100.0          

2                 -                   -                   1                 -                   -                   -                   4                 -                   -                   -                   -                   7                 

28.6            -                   -                   14.3            -                   -                   -                   57.1            -                   -                   -                   -                   100.0          

3                 5                 2                 -                   -                   1                 1                 6                 -                   -                   -                   -                   18               

16.7            27.8            11.1            -                   -                   5.6              5.6              33.3            -                   -                   -                   -                   100.0          

4                 -                   2                 -                   1                 -                   -                   4                 -                   -                   -                   1                 12               

33.3            -                   16.7            -                   8.3              -                   -                   33.3            -                   -                   -                   8.3              100.0          

11               6                 8                 1                 2                 1                 3                 34               -                   -                   1                 10               77               

14.3            7.8              10.4            1.3              2.6              1.3              3.9              44.2            -                   -                   1.3              13.0            100.0          

Q4

ずっと岩手盛岡組

Uターン組（ 首都

圏）
進学時流出組（ 首

都圏）
就職時転出組（ 首

都圏）

全体

code2

女性 上段:度数

下段:％
両親とも大

学等

父親が大学

等

母親が短

大・ 専門

父親が大学

等

母親が高・

中

両親とも短

大・ 専門

父親が短

大・ 専門

母親が高・

中

父親が高・

中

母親が大学

等

父親が高・

中

母親が短

大・ 専門

両親とも

高・ 中

父子家庭

で， 父親が

高・ 中

母子家庭

で， 母親が

短大・ 専門

母子家庭

で， 母親が

高・ 中

わからない 合計

6                 8                 15               3                 -                   2                 6                 64               2                 2                 7                 11               126             

4.8              6.3              11.9            2.4              -                   1.6              4.8              50.8            1.6              1.6              5.6              8.7              100.0          

-                   3                 1                 1                 -                   -                   1                 2                 -                   -                   1                 3                 12               

-                   25.0            8.3              8.3              -                   -                   8.3              16.7            -                   -                   8.3              25.0            100.0          

5                 4                 2                 2                 1                 -                   -                   2                 -                   -                   -                   1                 17               

29.4            23.5            11.8            11.8            5.9              -                   -                   11.8            -                   -                   -                   5.9              100.0          

4                 2                 5                 1                 -                   1                 1                 11               -                   -                   1                 4                 30               

13.3            6.7              16.7            3.3              -                   3.3              3.3              36.7            -                   -                   3.3              13.3            100.0          

15               17               23               7                 1                 3                 8                 79               2                 2                 9                 19               185             

8.1              9.2              12.4            3.8              0.5              1.6              4.3              42.7            1.1              1.1              4.9              10.3            100.0          

Q4

code2

ずっと岩手盛岡組

Uターン組（ 首都

圏）
進学時流出組（ 首

都圏）
就職時転出組（ 首

都圏）

全体

図表３-２-７ 組別の両親の最終学歴 
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Ｕターン組の女性が東京圏の進学先を選んだ基準として半数以上が“重視した”“やや重

視した”と回答した項目は，「興味ある分野を学びたかったから」「将来の選択肢を増やす

ため」「校風や雰囲気」「就職実績がある」「知名度やブランド力があったから」「大都会で

生活できるから」「周辺に娯楽が充実しているから」「おしゃれな場所にすぐ行けるから」

「先生や親の意見」の 9/15項目あった。 

Ｕターン組の男女の傾向を比較すると，女性で重視した項目が圧倒的に多い。 

進学時流出組の男性が東京圏の進学先を選んだ基準として半数以上が“重視した”“やや

重視した”と回答した項目は，「将来就きたい仕事に必要だから」「興味がある分野を学び

たかったから」「将来の選択肢を増やすため」「校風や雰囲気」「就職実績がある」「一人暮

らしができるから」「偏差値が高かったから」「すべり止めで合格したから」「知名度やブラ

ンド力があったから」「大都会で生活できるから」「オシャレな場所にすぐいけるから」「先

生や親の意見」「学業以外（スポーツ・趣味）が充実しているから」の 13/15項目あった。 

進学時流出組の女性が東京圏の進学先を選んだ基準として半数以上が“重視した”“やや

重視した”と回答した項目は，「将来就きたい仕事に必要だから」「興味がある分野を学び

たかったから」「将来の選択肢を増やすため」「校風や雰囲気」「一人暮らしができるから」

の 5/15 項目あった。 

進学時流出組の男女の傾向を比較すると，男性で重視する項目が多く，「就職実績がある」

「偏差値が高かったから」「すべり止めで合格したから」「知名度やブランド力があったか

ら」「大都会で生活できるから」「オシャレな場所にすぐいけるから」「先生や親の意見」「学

業以外（スポーツ・趣味）が充実しているから」を積極的に評価していることが伺える。 

就職時転出組の男性が，県内の進学先を選択した基準として半数以上が“重視した”“や

や重視した”と回答した項目は，「将来就きたい仕事に必要だから」「興味がある分野を学

びたかったから」「将来の選択肢を増やすため」「一人暮らしができるから」「すべり止めで

合格したから」の 5/15項目あった。 

就職時転出組の女性が，県内の進学先を選択した基準として半数以上が“重視した”“や

や重視した”と回答した項目は，「将来就きたい仕事に必要だから」「興味がある分野を学

びたかったから」「将来の選択肢を増やすため」「校風や雰囲気」「実家から通えるから」の

5/15 項目あった。 

就職時転出組の男女を比較すると，男性では「一人暮らしができるから」「すべり止めで

合格したから」が多く，女性では「校風や雰囲気」「実家から通えるから」が多い。 

 

ア 将来就きたい仕事に必要だから 

 進学先を選択するにあたって将来就きたい仕事に必要であることを「重視した」「やや

重視した」比率は，女性でやや高い。男女とも進学時流出組で重視している比率が最も

高く，次いで就職時転出組，ずっと岩手盛岡組が次ぎ，Ｕターン組が著しく少ない。東

京圏就職グループで，進学先選択と希望の仕事との関連がやや高いといえる。「重視して

いない」「あまり重視していない」比率は，ずっと岩手盛岡組，就職時転出組で高い。 
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イ 興味がある分野を学びたかったから 

進学先を選択するにあたって，興味がある分野の学びを「重視した」「やや重視した」

比率は，男性で高い。男性では，進学時流出組が著しく高く，ずっと岩手盛岡組，就職

時転出組が次ぎ，Ｕターン組の比率が著しく低い。 

女性では進学時流出組，就職時転出組，Ｕターン組の順に高く，ずっと盛岡岩手組の

比率が著しく低い。 

男女とも，「将来就きたい仕事に必要だから」に比べて本項目を重視している比率が高

く，進学は自分の知識や経験の蓄積が主眼であると考えられている傾向がみられる。  

 

 

ウ 将来の選択肢を増やすため 

進学先を選択するにあたって，将来の選択肢を増やすためを「重視した」「やや重視し

た」比率は，男性がやや高い。男性では，進学時流出組，就職時転出組が高く，Ｕター

ン組の比率が著しく低い。女性ではＵターン組，進学時流出組，就職時転出組が高い。 

設問「将来就きたい仕事に必要だから」と比較すると，男性の進学時流出組と女性の

Ｕターン組で重視した比率が高い。 

また，就職時転出組とずっと岩手盛岡組を比較すると，就職時転出組で男女とも本項

目に重点を置いている比率が高い。  
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エ 校風や雰囲気 

進学先を選択するにあたって，校風や雰囲気を「重視した」「やや重視した」比率は，

女性の比率が高い。女性ではＵターン組が著しく高く，進学時流出組，就職時転出組が

それに次ぐ。男性では進学時流出組が特に高く，就職時転出組がそれに次ぎ，ずっと岩

手盛岡組が著しく低い。 

女性が重点をおく傾向が強い価値基準であると考えられる。 

 

 

エ 就職実績がある 

進学先を選択するにあたって，就職実績を「重視した」「やや重視した」比率は，男女

とも半数を超えない 

男性では進学時流出組が著しく高く，女性ではＵターン組が著しく高い。 

 

 

オ 実家から通えるから 
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進学先を選択するにあたって，実家から通えるからを「重視した」「やや重視した」比

率は，男女とも，ずっと岩手盛岡組と就職時転出組で高い。 

男性でずっと岩手盛岡組と就職時転出組を比較すると，ずっと岩手盛岡組で重点を置

く傾向が強く，就職時転出組では低い。一方で，女性では，ずっと岩手盛岡組も就職時

転出組の両方とも高い重点配分をしている。このことから，より女性が重点をおいてい

る項目であると考えられる。 

 

 

カ 一人暮らしができるから 

進学先を選択するにあたって，一人暮らしができるからを「重視した」「やや重視し

た」比率は，男性の比率が高く，進学時流出組，Ｕターン組で高い。女性では，進学時

流出組，Ｕターン組とも半数に達していない。前の設問と合わせて考えると，実家志向

は女性のほうが強く，一人暮らし志向は男性のほうが強いことがうかがえる。 

 

 

キ 偏差値が高かったから 

進学先を選択するにあたって，偏差値の高さを「重視した」「やや重視した」比率は，

男性の進学流出組で極めて高く，女性の進学時流出組がそれに次ぐ。一方で，Ｕターン

組ではこの項目が低いが，偏差値が高かった学校に進学した若者が東京に残っている可

能性もある。 

ずっと岩手盛岡組と就職時転出組では比率が低くなっている。また，女性では「あま

り重視していない」「重視してない」の比率が高く，男性が重点をおく傾向があると考え
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られる。 

 

 

ク すべり止めで合格したから 

進学先を選択するにあたって，すべり止めで合格したからを「重視した」「やや重視し

た」比率は，男性の進学時流出組及び就職時転出組で高い。女性では極めて少なく「あ

まり重視していない」「重視していない」の構成比が高い。男性が重点をおく傾向がある

と考えられる。 

 

 

ケ 知名度やブランド力があったから 

進学先を選択するにあたって，知名度やブランド力を「重視した」「やや重視した」比

率は，男性の進学時流出組及び女性のＵターン組で極めて高い。ずっと岩手盛岡組で

は，「あまり重視していない」「重視していない」の構成比が高く，女性では特に顕著で

ある。 

 



162 

 

 

コ 学費が安かったから 

進学先を選択するにあたって，学費の安さを「重視した」「やや重視した」比率は過半

数を超えない。学費は親が負うことが多いためと考えられる。比較的高い比率を有する

のは，男女とも就職時転出組である。 

「あまり重視していない」「重視していない」の構成比が最も高いのは男女ともＵター

ン組である。 

 

 

サ 大都会で生活できるから 

進学先を選択するにあたって，大都会で生活できるからを「重視した」「やや重視し

た」比率は，男性では，進学時流出組で半数を超え，女性ではＵターン組が半数を占

め，進学時流出組がそれに迫る。特に女性では進学先を選択する価値基準の大きな比率

を占めていると言える。 
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シ 周辺に娯楽が充実しているから 

進学先を選択するにあたって，周辺に娯楽が充実しているからを「重視した」「やや重

視した」比率は，女性のＵターン組で半数を占め，男性では進学時流出組，就職時転出

組のおよそ半分に達している。一方で，「あまり重視していない」「重視していない」の

比率は，男性のＵターン組，女性の進学時流出組で大きい。 

 

 

ス オシャレな場所にすぐ行けるから 

進学先を選択するにあたって，おしゃれな場所にすぐいけるからを「重視した」「やや

重視した」比率は，女性のＵターン組で半数を占め，男性では進学時流出組，就職時転

出組のおよそ半分に達している。一方で，「あまり重視していない」「重視していない」

の比率は，男性のＵターン組，女性の進学時流出組で大きい。 

 周辺に娯楽が充実しているからの構成比と類似している。 

 

 

セ 先生や親の意見 

進学先を選択するにあたって，先生や親の意見を「重視した」「やや重視した」比率

は，女性のすべての組で半数程度を占めているのに対し，男性では進学時流出組と就職

時転出組で際立って高い。 

一方で，「あまり重視していない」「重視していない」の比率は，男女ともずっと岩手

盛岡組，Ｕターン組で比率が高い傾向にある。 
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ソ 学業以外（スポーツ・趣味）が充実しているから 

進学先を選択するにあたって，学業以外（スポーツ・趣味）が充実しているかを「重

視した」「やや重視した」比率は，男性の東京圏就職グループで高い。男性のずっと岩手

盛岡組，Ｕターン組では「あまり重視していない」「重視していない」の比率が高い。ま

た，女性では，すべての組で「あまり重視していない」「重視していない」が過半数を超

えている。 
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（２）仕事を選択する理由 

 各組の仕事の分布を確認する。 

 事務系の正規雇用の会社員の構成比は，男性では就職時転出組が最も高く（58.3％），

進学時流出組が続く（22.2％）。女性では進学時流出組が高い（41.2％）。 

専門的な技術を持つ正規雇用会社員の構成比は，男性ではＵターン組（42.9％），就職

時転出組（33．3％），ずっと岩手盛岡組（32.5％），進学時流出組（22.2％）の順に高

く，女性では，ずっと岩手盛岡組（8.7％）と就職時転出組（6.2％）にわずかに存在す

る。 

 特別な技術を有しないその他の正規雇用者は，男性ではずっと岩手盛岡組（20.0％）

に，女性では就職時転出組（20.0％），ずっと岩手盛岡組（12.7％）に存在している。 

 なお，女性では，非正規雇用率が高いほか，専業主婦がおおよそ 16％を占めている。 

 また，無職の者がずっと岩手盛岡組とＵターン組に存在している傾向がうかがえる。 

 

 

 なお，女性と非正規雇用の関係性についてグループごとに識別すると，盛岡広域在住

者の未婚者ではパート・アルバイトの比率が高く，全体のおよそ 15％に達する。また，

Ｕターン女性では，非正規雇用の比率は 25％，無職の比率が 25％と極めて高い。 

 

 

 盛岡広域就職グループと東京圏就職グループに分けて業種を確認する。なお，本調査

項目では，無職の者や専業主婦・専業主夫，学生の属性の者は除いている。 

 盛岡広域就職グループでは，男性では医療・福祉が最も多く 15.4％を占め，建設業，

製造業，卸売業・小売業がそれぞれ 10.3％でそれに次ぐ。女性も，医療・福祉が最も多

男性 上段:度数

下段:％
会社経営

者・ 役員

会社員（ 正

規雇用事務

系）

会社員（ 正

規雇用技術

系）

会社員（ 正

規雇用その

他）

公務員（ 正

規職員）
自営業 自由業

専業主婦・

専業主夫

パート ・ ア

ルバイト
派遣社員 契約社員 嘱託 学生 無職

その他【

】
合計

-                   2                 13               8                 2                 2                 -                   -                   3                 -                   3                 -                   5                 2                 -                   40               

-                   5.0              32.5            20.0            5.0              5.0              -                   -                   7.5              -                   7.5              -                   12.5            5.0              -                   100.0          

1                 1                 3                 -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   1                 1                 7                 

14.3            14.3            42.9            -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   14.3            14.3            100.0          

-                   5                 4                 2                 2                 -                   -                   -                   1                 -                   -                   -                   4                 -                   -                   18               

-                   27.8            22.2            11.1            11.1            -                   -                   -                   5.6              -                   -                   -                   22.2            -                   -                   100.0          

-                   7                 4                 -                   -                   -                   -                   -                   -                   1                 -                   -                   -                   -                   -                   12               

-                   58.3            33.3            -                   -                   -                   -                   -                   -                   8.3              -                   -                   -                   -                   -                   100.0          

1                 15               24               10               4                 2                 -                   -                   4                 1                 3                 -                   9                 3                 1                 77               

1.3              19.5            31.2            13.0            5.2              2.6              -                   -                   5.2              1.3              3.9              -                   11.7            3.9              1.3              100.0          

Q6

ずっと岩手盛岡組

Uターン組（ 首都

圏）
進学時流出組（ 首

都圏）
就職時転出組（ 首

都圏）

全体

code2

女性 上段:度数

下段:％
会社経営

者・ 役員

会社員（ 正

規雇用事務

系）

会社員（ 正

規雇用技術

系）

会社員（ 正

規雇用その

他）

公務員（ 正

規職員）
自営業 自由業

専業主婦・

専業主夫

パート ・ ア

ルバイト
派遣社員 契約社員 嘱託 学生 無職

その他【

】
合計

-                   12               11               16               2                 -                   1                 22               33               1                 7                 -                   10               11               -                   126             

-                   9.5              8.7              12.7            1.6              -                   0.8              17.5            26.2            0.8              5.6              -                   7.9              8.7              -                   100.0          

-                   -                   -                   1                 -                   -                   1                 2                 3                 -                   1                 -                   -                   4                 -                   12               

-                   -                   -                   8.3              -                   -                   8.3              16.7            25.0            -                   8.3              -                   -                   33.3            -                   100.0          

-                   7                 -                   1                 -                   -                   -                   3                 2                 3                 -                   -                   1                 -                   -                   17               

-                   41.2            -                   5.9              -                   -                   -                   17.6            11.8            17.6            -                   -                   5.9              -                   -                   100.0          

1                 4                 2                 6                 1                 -                   1                 3                 7                 3                 1                 -                   -                   -                   1                 30               

3.3              13.3            6.7              20.0            3.3              -                   3.3              10.0            23.3            10.0            3.3              -                   -                   -                   3.3              100.0          

1                 23               13               24               3                 -                   3                 30               45               7                 9                 -                   11               15               1                 185             

0.5              12.4            7.0              13.0            1.6              -                   1.6              16.2            24.3            3.8              4.9              -                   5.9              8.1              0.5              100.0          

Q6

ずっと岩手盛岡組

Uターン組（ 首都

圏）
進学時流出組（ 首

都圏）
就職時転出組（ 首

都圏）

全体

code2

ずっと岩手盛岡組
パート ， ア

ルバイト
契約社員 派遣社員 総計 Uターン組

パート ， ア

ルバイト
契約社員 派遣社員 総計

未婚 16 3 19 未婚 3 1 4

既婚 17 1 4 22 既婚 0 0 0 0

総計 33 1 7 41 総計 3 0 1 4

進学時流出組
パート ， ア

ルバイト
契約社員 派遣社員 総計 就職時流出組

パート ， ア

ルバイト
契約社員 派遣社員 総計

未婚 0 2 2 未婚 2 3 5

既婚 2 1 0 3 既婚 5 0 1 6

総計 2 3 1 5 総計 7 3 1 11

図表３-２-８ 各組の職種の分布 

図表３-２-９ 女性の非正規雇用の分布 
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く 19.1％を占め，次いで卸売業・小売業 18.0％，教育・学習支援業 10.1％と続く。 

 東京圏就職グループでは，男性では製造業と情報通信業がそれぞれ 23.1％でほぼ半数

を占め，その他のサービス業，卸売業・小売業と続く。女性では，医療・福祉が 17.5％

で最も多く，情報通信業（12.5％），製造業（10.0％）と続く。 

 

 

 

 

 各組の業種の分布を確認すると， Ｕターン組，進学時流出組で業種の構成が大きく異

なる。これは，東京圏に比べて盛岡広域では業種が限られていることを示していると考

えられる。ずっと岩手盛岡組と就職時転出組では，盛岡広域と東京圏で業種の構成に大

きな違いはない。 

 

 

 これらを踏まえて，各組ごとの仕事の選択理由を分析すると，以下の傾向が見られ

る。（a）東京圏就職グループでは「自分がやりたい仕事」をはじめとする多様な価値観

をより多く満たす仕事を選択している傾向がある。(b)Ｕターン組では，実家から通うこ

とを前提に選択可能な仕事の中で「自分がやりたい仕事」を求める傾向がある。（c）ず

っと岩手盛岡組では，実家から通うことを前提とし「自分にできる仕事」を求める傾向

が強い。 

ずっと岩手盛岡組の男性が，盛岡広域の仕事を選択した基準として半数以上が“重視

した”“やや重視した”と回答した項目は，「自分にできる仕事だった」「盛岡・盛岡周辺

にある」「実家から通勤できる」の 3/27項目あった。 

すっと岩手盛岡組の女性が，盛岡広域の仕事を選択した基準として半数以上が“重視

した”“やや重視した”と回答した項目は，「自分がやりたい仕事だった」「自分にできる

仕事だった」「仕事の安定性」「時間のゆとり」「転勤がない」「盛岡・盛岡周辺にある」

男性 上段:度数

下段:％ 農業， 林業 漁業

鉱業， 採石

業， 砂利採

取業

建設業 製造業

電気・ ガ

ス・ 熱供

給・ 水道業

情報通信業
運輸業， 郵

便業

卸売業， 小

売業

金融業， 保

険業

不動産業，

物品賃貸業

学術研究，

専門・ 技術

サービス業

宿泊業， 飲

食サービス

業

生活関連

サービス業

（ 洗濯・ 理

美容） ， 娯

楽業

教育， 学習

支援業
医療， 福祉

複合サービ

ス事業（ 郵

便局， 協同

組合）

その他の

サービス業

公務（ 他に

分類される

ものを除

く ）

その他【

】
合計

3             4             4             3             3             4             2             2             2             2             6             3             1             39           

7.7          10.3        10.3        7.7          7.7          10.3        5.1          5.1          5.1          5.1          15.4        7.7          2.6          100.0      

1             6             6             4             1             1             5             2             26           

3.8          23.1        23.1        15.4        3.8          3.8          19.2        7.7          100.0      

3             1             4             10           3             6             3             8             3             2             2             3             6             8             2             1             65           

4.6          1.5          6.2          15.4        4.6          9.2          4.6          12.3        4.6          3.1          3.1          4.6          9.2          12.3        3.1          1.5          100.0      

東京圏就職グルー

プ（ 進学時流出

組， 就職時転出

組）

全体

Q7

code2

岩手盛岡就職グ

ループ（ ずっと岩

手盛岡組， Uター

ン組）

女性 上段:度数

下段:％ 農業， 林業 漁業

鉱業， 採石

業， 砂利採

取業

建設業 製造業

電気・ ガ

ス・ 熱供

給・ 水道業

情報通信業
運輸業， 郵

便業

卸売業， 小

売業

金融業， 保

険業

不動産業，

物品賃貸業

学術研究，

専門・ 技術

サービス業

宿泊業， 飲

食サービス

業

生活関連

サービス業

（ 洗濯・ 理

美容） ， 娯

楽業

教育， 学習

支援業
医療， 福祉

複合サービ

ス事業（ 郵

便局， 協同

組合）

その他の

サービス業

公務（ 他に

分類される

ものを除

く ）

その他【

】
合計

5             4             7             4             3             16           1             5             6             9             17           1             4             2             5             89           

5.6          4.5          7.9          4.5          3.4          18.0        1.1          5.6          6.7          10.1        19.1        1.1          4.5          2.2          5.6          100.0      

4             5             3             3             2             1             3             3             1             7             1             1             2             4             40           

10.0        12.5        7.5          7.5          5.0          2.5          7.5          7.5          2.5          17.5        2.5          2.5          5.0          10.0        100.0      

5             4             11           9             6             19           2             2             8             9             10           24           2             5             4             9             129         

3.9          3.1          8.5          7.0          4.7          14.7        1.6          1.6          6.2          7.0          7.8          18.6        1.6          3.9          3.1          7.0          100.0      

Q7

code2

岩手盛岡就職グ

ループ（ ずっと岩

手盛岡組， Uター

ン組）

東京圏就職グルー

プ（ 進学時流出

組， 就職時転出

組）

全体

男性 上段:度数

下段:％ 農業， 林業 漁業

鉱業， 採石

業， 砂利採

取業

建設業 製造業

電気・ ガ

ス・ 熱供

給・ 水道業

情報通信業
運輸業， 郵

便業

卸売業， 小

売業

金融業， 保

険業

不動産業，

物品賃貸業

学術研究，

専門・ 技術

サービス業

宿泊業， 飲

食サービス

業

生活関連

サービス業

（ 洗濯・ 理

美容） ， 娯

楽業

教育， 学習

支援業
医療， 福祉

複合サービ

ス事業（ 郵

便局， 協同

組合）

その他の

サービス業

公務（ 他に

分類される

ものを除

く ）

その他【

】
合計

2                 -                   -                   2                 3                 3                 -                   3                 4                 -                   -                   2                 2                 1                 2                 6                 -                   3                 -                   -                   33               

6.1              -                   -                   6.1              9.1              9.1              -                   9.1              12.1            -                   -                   6.1              6.1              3.0              6.1              18.2            -                   9.1              -                   -                   100.0          

1                 -                   -                   2                 1                 -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   1                 -                   -                   -                   -                   -                   1                 6                 

16.7            -                   -                   33.3            16.7            -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   16.7            -                   -                   -                   -                   -                   16.7            100.0          

-                   -                   -                   -                   2                 -                   4                 -                   1                 -                   -                   1                 -                   -                   1                 -                   -                   3                 2                 -                   14               

-                   -                   -                   -                   14.3            -                   28.6            -                   7.1              -                   -                   7.1              -                   -                   7.1              -                   -                   21.4            14.3            -                   100.0          

-                   -                   1                 -                   4                 -                   2                 -                   3                 -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   2                 -                   -                   12               

-                   -                   8.3              -                   33.3            -                   16.7            -                   25.0            -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   16.7            -                   -                   100.0          

3                 -                   1                 4                 10               3                 6                 3                 8                 -                   -                   3                 2                 2                 3                 6                 -                   8                 2                 1                 65               

4.6              -                   1.5              6.2              15.4            4.6              9.2              4.6              12.3            -                   -                   4.6              3.1              3.1              4.6              9.2              -                   12.3            3.1              1.5              100.0          

Q7

ずっと岩手盛岡組

Uターン組（ 首都

圏）
進学時流出組（ 首

都圏）
就職時転出組（ 首

都圏）

全体

code2

女性 上段:度数

下段:％ 農業， 林業 漁業

鉱業， 採石

業， 砂利採

取業

建設業 製造業

電気・ ガ

ス・ 熱供

給・ 水道業

情報通信業
運輸業， 郵

便業

卸売業， 小

売業

金融業， 保

険業

不動産業，

物品賃貸業

学術研究，

専門・ 技術

サービス業

宿泊業， 飲

食サービス

業

生活関連

サービス業

（ 洗濯・ 理

美容） ， 娯

楽業

教育， 学習

支援業
医療， 福祉

複合サービ

ス事業（ 郵

便局， 協同

組合）

その他の

サービス業

公務（ 他に

分類される

ものを除

く ）

その他【

】
合計

5                 -                   -                   4                 7                 -                   4                 3                 16               -                   -                   -                   5                 6                 8                 16               -                   2                 2                 5                 83               

6.0              -                   -                   4.8              8.4              -                   4.8              3.6              19.3            -                   -                   -                   6.0              7.2              9.6              19.3            -                   2.4              2.4              6.0              100.0          

-                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   1                 -                   -                   1                 1                 1                 2                 -                   -                   6                 

-                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   -                   16.7            -                   -                   16.7            16.7            16.7            33.3            -                   -                   100.0          

-                   -                   -                   -                   1                 -                   2                 1                 1                 -                   1                 -                   1                 -                   1                 1                 1                 1                 -                   2                 13               

-                   -                   -                   -                   7.7              -                   15.4            7.7              7.7              -                   7.7              -                   7.7              -                   7.7              7.7              7.7              7.7              -                   15.4            100.0          

-                   -                   -                   -                   3                 -                   3                 2                 2                 -                   1                 1                 2                 3                 -                   6                 -                   -                   2                 2                 27               

-                   -                   -                   -                   11.1            -                   11.1            7.4              7.4              -                   3.7              3.7              7.4              11.1            -                   22.2            -                   -                   7.4              7.4              100.0          

5                 -                   -                   4                 11               -                   9                 6                 19               -                   2                 2                 8                 9                 10               24               2                 5                 4                 9                 129             

3.9              -                   -                   3.1              8.5              -                   7.0              4.7              14.7            -                   1.6              1.6              6.2              7.0              7.8              18.6            1.6              3.9              3.1              7.0              100.0          

Q7

code2

ずっと岩手盛岡組

Uターン組（ 首都

圏）
進学時流出組（ 首

都圏）
就職時転出組（ 首

都圏）

全体

図表３-２-10 盛岡広域在住者と東京圏在住者の業種の分布 

図表３-２-11 各組の業種の分布 
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「実家から通勤できる」の 7/27項目あった。 

ずっと岩手盛岡組の男女で比較すると，女性で「自分がやりたい仕事だった」「仕事の

安定性」「時間のゆとり」「転勤がない」の３項目多く，盛岡広域の仕事についてより多

様な面を評価している傾向がうかがえる。 

Ｕターン組の男性が盛岡広域の仕事を選択した基準として半数以上が“重視した”“や

や重視した”と回答した項目は，「自分がやりたい仕事だった」「自分にできる仕事だっ

た」「盛岡・盛岡周辺にある」「実家から通勤できる」の 4/27 項目あった。 

Ｕターン組の女性が盛岡広域の仕事を選択した基準として半数以上が“重視した”“や

や重視した”と回答した項目は，「自分がやりたい仕事だった」「自分にできる仕事だっ

た」「仕事の安定性」「仕事の成長性」「仕事の専門性・先進性・高度性」「時間のゆと

り」「社風や雰囲気があう」「女性や若者が活躍できる」「世間や周囲の評判がよい」「自

分の経験や知識を活かせる」「社会に貢献できる，人の役に立つことができる」「自分が

持っている能力を発揮して活躍できる」「盛岡・盛岡周辺にある」「実家から通勤でき

る」「趣味・社外活動がしやすい」の 15/27項目あった。 

Ｕターン組の男女の傾向を比較すると，女性で「仕事の安定性」「仕事の成長性」「仕

事の専門性・先進性・高度性」「時間のゆとり」「社風や雰囲気があう」「女性や若者が活

躍できる」「世間や周囲の評判がよい」「自分の経験や知識を活かせる」「社会に貢献でき

る，人の役に立つことができる」「自分が持っている能力を発揮して活躍できる」「趣

味・社外活動がしやすい」の 11項目多く，盛岡広域の仕事についてより多様な面を評価

している傾向がうかがえる。 

進学時流出組の男性が東京圏の仕事を選んだ基準として半数以上が“重視した”“やや

重視した”と回答した項目は，「自分がやりたい仕事だった」「自分にできる仕事だっ

た」「周囲の人の期待に沿う仕事だった」「高収入」「仕事の安定性」「仕事の成長性」「仕

事の専門性・先進性・高度性」「時間のゆとり」「転勤がない」「知名度や規模」「社風や

雰囲気」「職場の人間関係がよい」「女性や若者が活躍できる」「世間や周囲の評判がよ

い」「親など周囲の意見」「自分の経験や知識を活かせる」「高度なスキルや経験を身につ

けることができる」「社会に貢献できる，人の役に立つことができる」「自分が持ってい

る能力を発揮して活躍できる」「首都圏・大都市にある」「趣味・社外活動がしやすい」

の 21/27項目あった。 

進学時流出組の女性が東京圏の仕事を選んだ基準として半数以上が“重視した”“やや

重視した”と回答した項目は，「自分がやりたい仕事だった」「自分にできる仕事だっ

た」「仕事の安定性」「仕事の成長性」「時間のゆとり」「転勤がない」「知名度や規模」

「社風や雰囲気」「職場の人間関係がよい」「自分の経験や知識を活かせる」「自分が持っ

ている能力を発揮して活躍できる」「首都圏・大都市にある」「趣味・社外活動がしやす

い」 の 13/27項目あった。 

進学時流出組の男女の傾向を比較すると，男性で「周囲の人の期待に沿う仕事だっ

た」「高収入」「仕事の成長性」「仕事の専門性・先進性・高度性」「女性や若者が活躍で

きる」「世間や周囲の評判がよい」「親など周囲の意見」「高度なスキルや経験を身につけ

ることができる」「社会に貢献できる，人の役に立つことができる」の８項目多く，東京

圏の仕事についてより多様な面を評価している傾向がうかがえる。 

就職時転出組の男性が，東京圏の仕事を選択した基準として半数以上が“重視した”

“やや重視した”と回答した項目は，「自分がやりたい仕事だった」「自分にできる仕事

だった」「周囲の人の期待に沿う仕事だった」「仕事の安定性」「仕事の成長性」「仕事の

専門性・先進性・高度性」「時間のゆとり」「福利厚生が整っている」「転勤がない」「知

名度や規模」「社風や雰囲気」「職場の人間関係がよい」「世間や周囲の評判がよい」「親

など周囲の意見」「自分の経験や知識を活かせる」「自分が持っている能力を発揮して活

躍できる」「首都圏・大都市にある」「ひとり暮らしができる」「趣味・社外活動がしやす
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い」「近隣に娯楽が充実している」の 20/27項目あった。 

就職時転出組の女性が，東京圏の仕事を選択した基準として半数以上が“重視した”

“やや重視した”と回答した項目は，「自分がやりたい仕事だった」「自分にできる仕事

だった」「仕事の安定性」「仕事の専門性・先進性・高度性」「時間のゆとり」「福利厚生

が整っている」「転勤がない」「自分の経験や知識を活かせる」「自分が持っている能力を

発揮して活躍できる」「首都圏・大都市にある」の 9/27 項目あった。 

就職時転出組の男女を比較すると，男性では「自分にできる仕事だった」「周囲の人の

期待に沿う仕事だった」「仕事の成長性」「知名度や規模」「社風や雰囲気」「職場の人間

関係がよい」「世間や周囲の評判がよい」「親など周囲の意見」「ひとり暮らしができる」

「趣味・社外活動がしやすい」「近隣に娯楽が充実している」の 11項目多く，東京圏の

仕事についてより多様な面を評価している傾向がうかがえる。 

なお，文中単に「重視した」といったときには，「重視した」「やや重視した」と回答

したものを指し，逆も同様である。 

 

ア 自分がやりたい仕事（業種・職種）だった 

 この項目では，本人の嗜好に従って仕事を選択したかどうかを確認する。 

仕事を選択するにあたって自分がやりたい仕事であることを「重視した」「やや重視し

た」比率は，女性でやや高く，どの組でも過半数を超える。また，女性では，「重視し

た」の比率はすべての組で 30％を超える。しかしずっと岩手盛岡組では重視する比率が

低く，「どちらともいえない」の比率も大きい。また，進学時流出組でも，「あまり重視

してない」「重視していない」の比率が高い。 

男性でも過半数が，自分がやりたい仕事を重視して仕事を選択しているが，ずっと岩

手盛岡組ではこの項目に対して重視する比率が低く，「あまり重視していない」「重視し

ていない」比率が比較的高い。一方， Ｕターンした男性は，重視する比率が高く，自分

がやりたい仕事があってＵターンを選択した可能性が示唆される。 

 

 

イ 自分にできる仕事だった 

 この項目では，本人の能力や経験の範囲内で仕事を選択したかどうかを確認する。 

仕事を選択するにあたって自分にできる仕事であることを「重視した」「やや重視し

た」比率は，女性で極めて高い。 

男性では，Ｕターン組と進学時流出組でその比率が高く，ずっと岩手盛岡組と東京圏

転出組でその比率が低い。 

設問「自分がやりたい仕事だった」に比較すると，ほぼすべての組で重視した比率は

上回っており，嗜好よりも自分の能力や経験と仕事の内容を天秤にかけて判断している
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傾向がみられる。 

 

 

ウ 周囲の人の期待に沿う仕事だった 

 この項目では，親など自分の周辺の人が期待した仕事を選択したかどうかを確認す

る。 

周囲の人の期待に沿う仕事であることを「重視した」「やや重視した」比率は，男性で

進学時流出組と就職時転出組で高い。 

女性ではすべての組でおおむね 3割から 4割の人が重視しているが，ほぼ同数の人が

「あまり重視していない」「重視していない」を選択している。 

設問「自分がやりたい仕事だった」「自分にできる仕事だった」に比較すると，重視す

る比率は低い。 

 

 

エ 高収入 

 この項目では，高収入を目的として仕事を選択したかどうかを確認する。 

高収入の仕事であることを「重視した」「やや重視した」比率は，男性で進学時流出組

と就職時転出組で高く，東京圏で高収入が得らえると考えられている傾向がある。女性

では，すべての組で３割程度が重視している。ずっと岩手盛岡組及びＵターン組の男性

では，高収入に重視する傾向が弱い。女性では，男性に比較して「あまり重視していな

い」「重視していない」傾向が強く特にずっと岩手盛岡組とＵターン組で高い。また，Ｕ

ターン組では男女とも「あまり重視していない」「重視していない」の比率が高く，Ｕタ



170 

 

ーンは高収入以外の理由で行われたことが伺える。 

 

 

オ 仕事の安定性 

 この項目では，仕事の安定性を重視して仕事を選択したかどうかを確認する。 

仕事の安定性を「重視した」「やや重視した」比率は，女性でその比率が高い。女性で

は，すべての組で半数以上が重視しており，Ｕターン組と進学時流出組などでその傾向

が強い。男性では，進学時流出組と就職時転出組で重視している。男性のずっと岩手盛

岡組では「重視した」評価がない。 

設問「高収入」と比較すると男女とも本設問を重視する比率が高く，仕事の安定性す

なわち継続性を重視している若者が多く，特に女性で安定性を求める傾向が強い。 

 

 

カ 仕事の成長性 

 この項目では，仕事（勤め先）の成長性を重視して仕事を選択したかどうかを確認す

る。 

仕事の成長性を「重視した」「やや重視した」比率は，男性でその比率が高い。男性で

は進学時流出組と就職時転出組でその傾向が強い。一方で，女性ではＵターン組と就職

時転出組でその傾向が強い。 

男性のＵターン組と女性の就職時転出組，男女のずっと岩手盛岡組では仕事の成長性

について重視する傾向は低い。 



171 

 

 

 

キ 仕事の専門性・先進性・高度性 

 この項目では，仕事の専門性や先進性，高度性を重視して仕事を選択したかどうかを

確認する。 

仕事の専門性・先進性・高度性を「重視した」「やや重視した」比率は，女性で比率が

高い。女性では，Ｕターン組と就職時転出組でその比率が高いが，進学時流出組では，

この項目を重視する比率は低い。男性では進学時流出組と就職時転出組で重視する比率

が高い。なお，ずっと岩手盛岡組では女性で重視する比率が高い。 

 

 

ク 時間のゆとり（労働時間，休暇） 

 この項目では，勤務時間や休暇の取得が容易であるなど，時間のゆとりを重視して仕

事を選択したかどうかを確認する。 

時間のゆとりを「重視した」「やや重視した」比率は，女性でその比率が圧倒的に高

い。女性では，就職時転出組と進学時転出組でその傾向が強い。Ｕターン組，ずっと岩

手盛岡組でも過半数を超えているが，ずっと岩手盛岡組のみ「あまり重視していない」

「重視してない」が 3割程度出現する。 

 男性では，時間のゆとりを重視するものは半数に満たない。ただし，進学時流出組と

就職時転出組で重視する傾向が強い。 
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ケ 福利厚生が整っている 

 この項目では，給与以外の福利厚生を重視して仕事を選択したかどうかを確認する。 

福利厚生を「重視した」「やや重視した」比率は，男女とも就職時転出組で著しく高

い。ついで，男女とも進学時流出組で比率が高いものの半数を割っている。 

なお，男性と女性を比べると，「重視した」の比率は女性のほうが多く，女性がより評

価する項目であると考えらえる。 

 

 

コ 転勤がない 

 この項目では，転勤がないことを重視して仕事を選択したかどうかを確認する。 

転勤がないことを「重視した」「やや重視した」比率は女性で高く，「重視した」の比

率が女性では著しく高い。 

男女とも進学時流出組，就職時転出組で過半数を超えている。ずっと岩手盛岡組では

男性では「あまり重視していない」「重視してない」が突出して高くなっている一方で，

女性では「重視した」「やや重視した」の比率が高くなっている。 



173 

 

 

 

サ 知名度や規模 

 この項目では，知名度や規模で仕事を選択したかどうかを確認する。 

知名度や規模を「重視した」「やや重視した」比率は，男性では東京圏就職グループで

過半数を超える。女性では，進学時流出組で過半数を超えるが，就職時転出組では 3割

にとどまる。また，「あまり重視していない」「重視していない」の傾向が強い。 

 

 

シ 社風や雰囲気があう 

 この項目では，企業の社風や雰囲気で仕事を選択したかどうかを確認する。 

社風や雰囲気を「重視した」「やや重視した」比率は，男性では東京圏就職グループで過

半数を超える。女性では，Ｕターン組と進学時流出組で過半数を超える。 
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ス 職場の人間関係がよい 

 この項目では，職場の人間関係で仕事を選択したかどうかを確認する。 

職場の人間関係を「重視した」「やや重視した」比率は，男女とも進学時流出組で比率

が高い一方で，Ｕターン組では「あまり重視していない」「重視していない」比率が高

い。 

女性ではどの組でも 4割程度で重視しているが，男性で重視するものは東京圏就職グ

ループに集中している。 

 

 

セ 女性や若者が活躍できる 

 この項目では，女性や若者が活躍できることで仕事を選択したかどうかを確認する。 

 男性では，重視する比率は低いが，女性はＵターン組と就職時転出組が重視してい

る。 
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ソ 世間や周囲の評判がよい 

 この項目では，世間や周辺の評判がよいことで仕事を選択したかどうかを確認する。 

 男女とも世間や周辺の評判がよいことを重視した比率は高くない。 

男性の東京圏就職グループで重視する傾向がある。 

女性のＵターン組で高く，進学時流出組がそれに次ぐ。 

 

 

タ 親など周囲の意見 

 この項目では親など周囲の意見をどの程度重視したかを確認する。 

 男性では進学時流出組と就職時転出組で「重視した」「やや重視したが」半数に達して

いるが，ずっと岩手盛岡組，Ｕターン組では「あまり重視していない」「重視していな

い」が半数近くに達している。 

 女性では，進学時流出組とずっと岩手盛岡組で３割程度の者が重視している一方で，4

割程度の者が「あまり重視していない」「重視していない」と回答しており，男性に比較

してその比率が高い。 

 

 

チ 自分の知識や経験を活かせる 

 この項目では自分の知識や経験を活かせる仕事を選択したかを確認する。 

 男性では，進学時流出組と就職時転出組で「重視した」「やや重視したが」半数に達し

ているが，ずっと岩手盛岡組，Ｕターン組では「やや重視した」が 3 割を超えた程度で
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低い。 

 女性では，Ｕターン組でほぼすべてが，進学時流出組とずっと岩手盛岡組で３割程度

の者が半数を超えており，またずっと岩手盛岡組でも 3割を超えている。ただし，ずっ

と岩手盛岡組では，「あまり重視していない」「重視していない」も２割を超える。 

 男性と女性では女性で重視する比率が高く，より女性に訴求力がある価値基準である

と考えられる。 

 

 

ツ 高度なスキルや経験を身につけることができる，成長できる 

 この項目では仕事を通じてスキルや経験を身につけることができる，成長できるな

ど，次のステップアップを見据えた投資として仕事を選択したかを確認する。 

 男性では，進学時流出組と就職時転出組で「重視した」「やや重視した」がやや高い比

率を示しており，ずっと岩手盛岡組，Ｕターン組では 3割を切る。 

 女性では，就職時転出組が最も重視しており，4 割を超える。次いでＵターン組，ずっ

と岩手盛岡組で 3割程度を占める。進学時流出組では「どちらともいえない」の比率が

高い。 

 

 

テ 社会に貢献できる，人の役に立つことができる 

 この項目では仕事を通じて社会に貢献できる，人の役に立つことができるなど，利他

的な側面で仕事を選択したかを確認する。 

 男性では，進学時流出組で重視した比率が極めて高く，Ｕターン組で低い対象的な分
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布になっている。 

 女性では，Ｕターン組で重視している比率が極めて高く，進学時流出組で極めて低い

対象的な分布になっている。 

 

 

ト 自分が持っている能力を発揮して活躍できる 

 この項目では，自分が持っている能力を発揮して創造的な活動ができることで仕事を

選択したかを確認する。 

 男性では，進学時流出組と就職時転出組で「重視した」「やや重視した」がやや高い比

率を示しており，ずっと岩手盛岡組，Ｕターン組では 3割を切る。 

 女性では，ずっと岩手盛岡組以外のすべての組で重視する傾向にある。 

 ずっと岩手盛岡組では，男性より女性で重視する傾向が強く，女性では「重視してい

ない」「あまり重視していない」と重視しない傾向もまた顕著である。 

 

 

ナ 盛岡・盛岡周辺にある 

 この項目では，地元盛岡で働けることを重視したか確認する。 

 ずっと岩手盛岡組では，男性と女性では，女性で「重視した」の比率が著しく高く，

「やや重視した」も含めて 7割を超える。男性では，「重視した」の比率は低いものの，

「やや重視した」の比率が高く，合わせて 6割を超える。 

 Ｕターン組でも同様の傾向があり，特に女性では「重視した」が 6割を超え，男性で

も「やや重視した」が５割を占めている。 
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 東京圏就職グループでは対照的に，「重視していない」の比率が著しく高くなり，特に

女性でその傾向が顕著である。男性では，進学時流出組で「重視していない」傾向が強

い一方で「どちらともいえない」が半数を占めている。 

なお，進学時流出組と就職時転出組で一部「重視した」「やや重視した」が出現するの

は，盛岡に存在する支店や開発拠点等に将来Ｕターンする前提で一時的に東京に居住し

ている者が含まれているためと考えられる。 

 

 

ニ 東京圏・大都市にある 

 この項目では，東京圏や大都市で働けることを重視したかを確認する。 

 男性と女性では，男性で「重視した」「やや重視した」の比率が高く，女性で「あまり

重視していない」「重視していない」の比率が高い。 

男性では，東京圏就職グループで「重視した」「やや重視した」者が 6割を超える。 

女性では，「重視した」と回答した者が就職時転出組で多い。 

ずっと岩手盛岡組では，男性で「あまり重視していない」「重視していない」の比率が

5割程度であるのに対し，女性では８割に達しており，都会志向は男性で強いと考えられ

る。 

 

 

ヌ 実家から通勤できる 

 この項目では，実家から通えることを重視したかを確認する。 

 男女とも，盛岡広域就職グループで実家志向が強く，東京圏就職グループで実家志向
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が弱い。 

 男性と女性を比較すると，特に女性で「重視した」の比率が高く，地元定着の最大要

因であると考えられる。 

 

 

ネ ひとり暮らしができる 

 この項目では，ひとり暮らしができることを重視したかを確認する。 

 男性では，女性よりも構成比が高く，東京圏就職グループで重視する傾向が顕著であ

る。一方で，女性では「あまり重視していない」「重視していない」の比率が高く，ずっ

と岩手盛岡組，Ｕターン組，進学時流出組，就職時転出組の順にその比率は低くなる。 

 男性に対して訴求力がある項目であることが伺える。 

 

 

ノ 趣味・社外活動がしやすい 

 この項目では，仕事以外の趣味や社外活動を重視して仕事を選択したかを確認する。 

 男女とも 3割が「重視した」「やや重視した」と回答している。男性では東京圏就職グ

ループで顕著で，女性では東京圏に進学したグループで顕著である。この中でも，男性

は就職時転出組で「重視する」が 4割を超え，女性は進学時流出組で「重視する」が 4

割を超える。 
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ハ 近隣に娯楽が充実している 

 この項目では，近隣の娯楽の充実を条件にして仕事を選択したかを確認する。 

 男性では東京圏就職グループで「重視した」「やや重視した」の比率が顕著で，特に就

職時転出組で大きな割合を占めている。女性では目立ったピークはないものの，「あまり

重視していない」「重視していない」の構成比が高く，盛岡広域就職グループで半数を超

えることから，東京圏がもたらす娯楽の価値は，男性に対して訴求力があるものと考え

らえる。 

 

 

ヒ パートナーの意向 

 この項目では，パートナーの意向が仕事の選択にどれほどの影響を与えたのかを確認

する。 

 男性では「重視した」「やや重視した」と回答した比率は 2 割を超える程度だが，東京

圏就職グループでその構成比は 4割を超える。盛岡広域就職グループでは，1割程度に出

現率が低下する。 

 女性ではいずれの組でも重視する者が少ない。また，「あまり重視していない」「重視

していない」の比率は女性で圧倒的に高い。 

 これらのことから，パートナーの意向は男性に対して訴求力が高いものと考えられ

る。 
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（３）くらしの満足度 

 この項では，盛岡広域に居住している者と東京圏に居住している者に対し，現在居住

しているまちの生活全般について主観的な評価を調査した。 

 満足度の把握は，仕事に関する項目と生活に関する項目の二つに大きく分けられ，そ

れぞれ次の傾向がみられた。 

 ■仕事に関する項目 

（a）東京圏就職グループでは，仕事に関する多様な項目で満足している者の比率

が高く，特に男性でその傾向がつよい。（b）Ｕターン組では，女性では仕事に関する

多様な項目で満足している者の比率が高いが，男性では満足している項目が少ない。

（c）ずっと岩手盛岡組では，仕事に関して満足している項目が少ない。 

ずっと岩手盛岡組の男性が盛岡広域の生活（仕事面）に関する満足度で半数以上が

“満足”“やや満足”と回答した項目は，「希望の業種や職種」「働きがい，仕事の面

白さ」の 2/17 項目あった。 

ずっと岩手盛岡組の女性が盛岡広域の生活（仕事面）に関する満足度で半数以上が

“満足”“やや満足”と回答した項目は，「希望の業種や職種」「働きがい，仕事の面

白さ」「時間のゆとり」の 3/17項目あった。 

ずっと岩手盛岡組の男女を比較すると，女性で満足している項目が多い。 

Ｕターン組の男性が盛岡広域の生活（仕事面）に関する満足度で半数以上が“満

足”“やや満足”と回答した項目は，「安定性」「自分の経験や知識を活かせる」の

2/17 項目あった。 

Ｕターン組の女性が盛岡広域の生活（仕事面）に関する満足度で半数以上が“満

足”“やや満足”と回答した項目は，「希望の業種や職種」「働きがい，仕事の面白

さ」「先進性・高度性」「時間のゆとり」「社風や雰囲気」「職場内での人間関係」「知

名度や会社の規模」「女性や若者が活躍できる」「自分の知識や経験を活かせる」「社

会に貢献できる，人の役に立つことができる」「自分が持っている能力を発揮して活

躍できる」11/17項目あった。 

Ｕターン組の男女を比較すると，女性で満足している項目が多い。男女を比較する

と，男性で「安定性」が優位であるが，女性では「希望の業種や職種」「働きがい，

仕事の面白さ」「先進性・高度性」「時間のゆとり」「社風や雰囲気」「職場内での人間

関係」「知名度や会社の規模」「女性や若者が活躍できる」「社会に貢献できる，人の

役に立つことができる」「自分が持っている能力を発揮して活躍できる」が優位にあ

る。 

進学時流出組の男性が東京圏の生活（仕事面）に関する満足度で半数以上が“満

足”“やや満足”と回答した項目は，「希望の業種や職種」「働きがい，仕事の面白

さ」「安定性」「成長性」「時間のゆとり」「福利厚生」「職場内の人間関係」「知名度や

会社の規模」「自分の経験や知識を活かせる」「高度なスキルや経験を身につけること

ができる」「社会に貢献できる，人の役に立つことができる」「自分が持っている能力

を発揮して活躍できる」の 12/17項目あった。 

進学時流出組の女性が東京圏の生活（仕事面）に関する満足度で半数以上が“満

足”“やや満足”と回答した項目は，「希望の業種や職種」「働きがい，仕事の面白

さ」「安定性」「時間のゆとり」「社風や雰囲気」「職場内での地位，評価」「職場内の

人間関係」「知名度や会社の規模」「自分が持っている能力を発揮して活躍できる」の

9/17 項目あった。 

進学時流出組の男女を比較すると，男性で満足している項目が多い。男女を比較す

ると，男性では「成長性」「福利厚生」「自分の経験や知識を活かせる」「高度なスキ

ルや経験を見につけることができる」「社会に貢献できる，人の役に立つことができ

る」が優位で，女性では「社風や雰囲気」「職場内での地位，評価」が優位となって
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いる。 

就職時転出組の男性が東京圏の生活（仕事面）に関する満足度で半数以上が“満

足”“やや満足”と回答した項目は，「希望の業種や職種」「働きがい，仕事の面白

さ」「収入，給与」「安定性」「成長性」「先進性」「時間のゆとり」「福利厚生」「社風

や雰囲気」「職場内での地位，評価」「職場内での人間関係」「知名度や会社の規模」

「女性や若者が活躍できる」「自分の経験や知識を活かせる」「高度なスキルや経験を

身につけることができる」「社会に貢献できる，人の役に立つことができる」「自分が

持っている能力を発揮して活躍できる」の 17/17項目あった。 

就職時転出組の女性が東京圏の生活（仕事面）に関する満足度で半数以上が“満

足”“やや満足”と回答した項目は，「希望の業種や職種」「働きがい，仕事の面白

さ」「安定性」「時間のゆとり」「女性や若者が活躍できる」「自分の経験や知識を活か

せる」「社会に貢献できる，人の役にたつことができる」「自分が持っている能力を発

揮して活躍できる」の 8/17項目あった。 

就職時転出組の男女を比較すると，男性で満足している項目が多い。 

■生活に関する項目 

（a）進学時流出組では，女性では多様な項目で生活に関する満足している者の比

率が高いが，男性では満足している項目が少ない。（b）就職時転出組では，男性では

多様な項目の生活に関する満足している者の比率が高いが，女性では満足している項

目が少ない。（c）Ｕターン組では，生活に関する項目で満足している項目が少ない。

（d）ずっと岩手盛岡組では，生活に関する項目で満足している項目が少ない 

ずっと岩手盛岡組の男性が盛岡広域の生活（生活面）に関する満足度で半数以上が

“満足”“やや満足”と回答した項目は，0/13項目あった。 

ずっと岩手盛岡組の女性が盛岡広域の生活（生活面）に関する満足度で半数以上が

“満足”“やや満足”と回答した項目は「友人関係」「買い物，ショッピング」「住居

の広さ」「食生活」の 4/13 項目あった。 

Ｕターン組の男性が盛岡広域の生活（生活面）に関する満足度で半数以上が“満

足”“やや満足”と回答した項目は，0/13 項目あった。 

Ｕターン組の女性が盛岡広域の生活（生活面）に関する満足度で半数以上が“満

足”“やや満足”と回答した項目は「友人関係」の 1/13 項目あった。 

就職時転出組の男性が東京圏の生活（生活面）に関する満足度で半数以上が“満

足”“やや満足”と回答した項目は，「趣味，社外活動の充実」「趣味・社外活動にお

ける人間関係」「友人関係」「パートナー」「レジャー・娯楽・あそび」「買い物，ショ

ッピング」「住居の広さ」「通勤」「食生活」「生活費」「親・親族との人間関係」「町内

会・近所づきあいなど地域の人間関係，助け合い」の 12/13項目あった。 

進学時流出組の男性が東京圏の生活（生活面）に関する満足度で半数以上が“満

足”“やや満足”と回答した項目は，「趣味・社外活動の充実」「レジャー・娯楽・あ

そび」「買い物，ショッピング」「住居の広さ」「食生活」の 4/13項目あった。 

進学時流出組の女性が東京圏の生活（仕事面）に関する満足度で半数以上が“満

足”“やや満足”と回答した項目は，「趣味・社外活動の充実」「趣味・社外活動にお

ける人間関係」「友人関係」「パートナー」「レジャー・娯楽・あそび」「買い物，ショ

ッピング」「住居の広さ」「通勤」「食生活」「居住費」「生活費」「親・親族との人間関

係」の 12/13項目あった。 

進学時流出組の男女を比較すると，女性で東京圏の生活に満足している項目が圧倒

的に多い。 

就職時転出組の女性が東京圏の生活（生活面）に関する満足度で半数以上が“満

足”“やや満足”と回答した項目は，「趣味，社外活動の充実」「パートナー」「レジャ

ー・娯楽・あそび」「買い物，ショッピング」「住居の広さ」「食生活」「親・親族との
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人間関係」の 7/13 項目あった。 

なお，文中単に「満足している」といったときには，「満足」「やや満足している」

と回答したものを指し，逆も同様である。 

 

ア （仕事）希望の業種や職種 

 この項目では，本人の希望の業種や職種に就けているかの満足度を尋ねた。 

 男性と女性では，女性で満足している傾向が強く，「満足」の構成比は男性の倍近くに

達する。 

 男女とも，東京圏就職グループで満足している比率が高く，男性では 6割を超え，女

性では７割を超える。 

 「やや不満」「不満」と回答した者は，男女ともずっと岩手盛岡組で 2割程度出現して

いる。 

 

 

イ （仕事）働きがい，仕事の面白さ 

 この項目では，仕事の面白さの満足度を尋ねた。 

 回答の傾向は前の項目と同じであり，自らの希望した業種，職種で働けることが働き

がいや面白さと関係性が高いことをうかがわせる。 

 盛岡広域就職グループで比較的満足している者の比率が低く，東京圏就職グループで

満足している者の比率が高い。 
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ウ （仕事）収入，給与 

 この項目では，主観的な収入，給与の満足度を尋ねた。 

 本項目では収入，給与の満足度すなわち自らの仕事の内容や能力に応じた満足度を尋

ねており，収入の高さについて尋ねていないことに留意が必要である。 

 男女とも就職時転出組で満足している者の比率が高く，女性では 5割に迫り，男性で

は 6割を超える。また，ずっと岩手盛岡組では満足している者の比率が低く，男女とも 3

割に満たない。 

 「やや不満」「不満」と回答した者は，女性で 4割を超え，「不満」と回答した者はず

っと岩手盛岡組，Ｕターン組，進学時流出組で 2割を超えている。また，進学時流出組

では「不満」が出現していない。男性では，「不満」と回答した者はずっと岩手盛岡組に

集中している。 

 

 

エ （仕事）安定性 

 この項目では，仕事の安定性の満足度を尋ねた。 

 男女とも東京圏就職グループで満足している者の比率が 7割に達する。 

 一方で，盛岡広域就職グループでは半数を割り込んでおり，特に女性で「やや不満」

「不満」の比率が高い。 

 

 

オ （仕事）成長性 

 この項目では，仕事の成長性の満足度を尋ねた。 



186 

 

 成長性に係る満足度は男性の東京圏就職グループで満足している者の比率が高く，就

職時流出組で特に高い。女性では 3-4割が満足している比率が高く，東京圏就職グルー

プで特に高い。「やや不満」「不満」の比率は女性で高く，ずっと岩手盛岡組と就職時転

出組で特にその傾向が強い。 

 

  

カ （仕事）先進性・高度性 

 この項目では，仕事の先進性・高度性の満足度を尋ねた。 

 先進性・高度性について満足している者の比率は，男性の就職時転出組で特に高く，

進学時流出組が次ぐ。女性ではＵターン組で満足している者の比率が高い。 

 

 

キ （仕事）時間のゆとり（労働時間，休暇） 

 この項目では，仕事における時間のゆとりの満足度を尋ねた。 

 男性と女性を比較すると，女性で満足している者の比率が高い。女性ではすべての組

で満足している者の比率が高く，最も低いずっと岩手盛岡組でも半数を超える。ただ

し，「やや不満」「不満」はずっと岩手盛岡組で特に高い。 

男性では，東京圏就職グループで満足している者の比率が高く，6割を超える。一方

で，盛岡広域就職グループでは「やや不満」「不満」の構成比が高い。 
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ク （仕事）福利厚生 

 この項目では，仕事における福利厚生の満足度を尋ねた。 

 男性と女性を比較すると，男性で満足している者の構成比が高く，東京圏就職グルー

プで半数を超えるが，盛岡広域就職グループでは 3割程度にとどまる。女性では 4 割程

度だが，不満を抱いている者の比率は男性より高く 3 割を占めており，Ｕターン組で特

に高い。 

 設問（満足度）(仕事)収入，給与と同じ傾向を持っているが，「どちらともいえない」

の回答が比較的多く，収入，給与のほうがより鋭敏な反応をもたらすと考えられる。 

 

 

ケ （仕事）社風や雰囲気 

 この項目では，仕事における社風や雰囲気の満足度を尋ねた。 

男性では，就職時転出組で満足している者の比率が高い。盛岡広域就職グループで不

満を抱いている者の比率が高いが，特にＵターン組で高い。女性では，どの組でも一定

の満足している者が存在するが，進学時流出組では特に満足している者の比率が高い。

また，Ｕターン組の女性では不満度が低いのが男性とは対照的である。 
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コ （仕事）職場内での地位，評価 

 この項目では，仕事における地位や自分が受けている評価の満足度を尋ねた。 

男性では，就職時転出組で満足している者の比率が高いが，盛岡広域就職グループで

は満足している者の比率が低い。女性では，進学時流出組で満足している者の比率が高

く，その他の組では 4割程度の者が満足している。 

 

 

サ （仕事）職場内での人間関係 

 この項目では，仕事における人間関係の満足度を尋ねた。 

男性では，就職時転出組で満足している者の比率が高く，進学時流出組がこれに次

ぎ，ずっと岩手盛岡組でも 4割程度の満足しているものが存在する。女性では，いずれ

の組でも満足している者の比率が高いものが 4割程度を占める。 
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シ （仕事）知名度や会社の規模 

 この項目では，勤め先の知名度や会社の規模の満足度を尋ねた。 

男性では，東京圏就職グループで満足している者の比率が高く，盛岡広域就職グルー

プで満足している者の比率が低い。また，不満を抱いている者はずっと岩手盛岡組で 2

割を超える。 

女性では，どの組でもおおむね４－５割程度満足しているものが占める。 

 

 

ス （仕事）女性や若者が活躍できる 

 この項目では，職場で女性や若者の活躍ができるかについて満足度を尋ねた。 

男性では，就職時転出組と進学時流出組で満足している者の比率が 4割を超えるが，

盛岡広域就職グループでは満足している者の比率が低く，かつ不満と回答した者が 2割

を超える。 

女性では，どの組でも満足しているものが 5割程度おり，Ｕターン組で最も高い。 

 



190 

 

 

 

セ （仕事）自分の経験や知識を活かせる 

 この項目では，職場で自分の経験や知識を活かすことができるか満足度を尋ねた。 

男性では，就職時転出組が最も満足している者の比率が高く，進学時流出組が次ぎ，

Ｕターン組，ずっと盛岡組の順に満足している者の比率が低くなる。 

女性では，いずれの組でも，満足しているものが 5割程度存在する。 

 

 

ソ （仕事）高度なスキルや経験を身に着けることができる 

 この項目では，仕事で高度なスキルや経験を身に着けることができるか満足度を尋ね

た。 

男性では，就職時転出組で満足している者の比率が７割程度と高く，進学時流出組で

５割程度存在する。ずっと岩手盛岡組，Ｕターン組では満足している者の比率が低い。 

女性では，いずれの組でも満足しているものが３割程度に達する一方で，いずれの組

でも不満を抱いているものが 2 割程度存在する。 
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タ （仕事）社会に貢献できる，人の役に立つことができる 

 この項目では，仕事で社会に貢献できる，人の役に立つことができているかの満足度

を尋ねた。 

男性では，進学時流出組で満足している者の比率が高く９割に達している。次いで就

職時転出組で半分に達しており，東京圏就職グループで満足している者の比率が高い。

Ｕターン組では満足している者の比率が低い。 

女性では，Ｕターン組で満足している者の比率が極めて高く，それ以外の組でも満足

している者は 4割に達している。 

 

 

チ （仕事）自分が持っている能力を発揮して活躍できる 

 この項目では，仕事で社会に貢献できる，人の役に立つことができているかの満足度

を尋ねた。 

男性では，東京圏就職グループで満足している者の比率が高く，満足している者が６

－７割いる。盛岡広域就職グループでは３－４割程度の満足している者が存在する。 

女性では，Ｕターン組で満足している者が 6割を超え，進学時流出組で 5割を超え

る。 

分布は，設問「社会に貢献できる，人の役に立つことができる」と類似している。 
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ツ （生活）趣味・社外活動の充実 

 この項目では，生活で趣味や社外活動の満足度を尋ねた。 

男性では，東京圏就職グループで満足している者の比率が高く，５－６割満足してい

る者が存在する。ずっと岩手盛岡組では 3 割程度が満足しているが，盛岡広域就職グル

ープでは３－４割程度が満足している。 

女性では，進学時流出組で満足している者が 7割を超え，就職時転出組で 5割を超え

る。 

 

 

テ （生活）趣味・社会外活動における人間関係 

 この項目では，生活で趣味や社外活動で接する他者との人間関係の満足度を尋ねた。 

男性では，就職時転出組で満足している比率がとびぬけて高く，「満足」と回答した割

合も 3 割を超えている。進学時流出組で 4 割，ずっと岩手盛岡組で 3割程度が満足して

いる傾向にある。 

女性では，進学時流出組で満足している比率が高く，ずっと岩手盛岡組及び就職時転

出組では 4割程度が満足している傾向にある。 

一方，男女ともＵターン組で満足している者の比率が低い。 
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ト （生活）友人関係 

 この項目では，生活における友人との人間関係の満足度を尋ねた。 

男性では，就職時転出組で満足している比率がとびぬけて高く，「満足」と回答した割合

が５割を超えている。進学時流出組とずっと岩手盛岡組では３－４割にとどまり，Ｕタ

ーン組では満足している者の比率が少ない。 

女性では，進学時流出組で満足している比率が高く，ずっと岩手盛岡組，Ｕターン組

が 5割程度で次ぎ，就職時転出組では 4割程度に落ちる。 

 

 

ナ （生活）パートナー（出会い） 

 この項目では，生活でパートナーまたはパートナーとの出会いの満足度を尋ねた。 

男性で，就職時転出組で満足している者の比率が高く，「満足」と回答した割合も４割

を超えた。次いで進学時流出組，Ｕターン組で満足している者の比率が高いが，ずっと

岩手盛岡組では満足している者の比率が低く，「やや不満」「不満」と回答した者が 4割

と著しく多い。 

女性でも就職時転出組で満足している者の比率が高く，進学時流出組が半数を超え，

ずっと岩手盛岡組が次ぐ。Ｕターン組では満足している者の比率が低い。「やや不満」

「やや満足」の比率は，盛岡広域就職グループで 3割程度発生している。 
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ニ （生活）レジャー，娯楽，遊び 

 この項目では，生活でレジャーや娯楽，遊びの満足度を尋ねた。 

 男性と女性では，女性の満足している者の比率が高く 5割に達する。 

 男性では東京圏就職グループで満足している者の比率が高く 5割を超える。盛岡広域

就職グループでは３割程度にとどまり，ずっと岩手盛岡組では 3割程度が不満を抱いて

いる。 

 女性では東京圏就職グループで満足している者の比率が高く 7割を超える。岩手就職

組では 3-4 割にとどまり，2割程度が不満を抱いている。 

 男女ともＵターン組では，満足している者の比率が低い傾向がみられる。 

 

 

ヌ （生活）買い物，ショッピング 

 この項目では，生活で買い物，ショッピングの満足度を尋ねた。 

 男性と女性では，女性で満足している者の比率が高く 5割に達する。 

 男性では東京圏就職グループで満足している者の比率が高く，就職時転出組で６割を

超える。盛岡広域就職グループでは３割程度にとどまる。 

 女性では東京圏就職グループで満足している者の比率が高く，進学時流出組では 7割

を超える。ずっと岩手盛岡組でも半数が満足している傾向がある。 

 男女ともＵターン組で満足している者の比率が低い傾向がみられ，特に女性では 2割

が不満を抱いている。 
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ネ （生活）住居の広さ 

 この項目では，生活で住居の広さの満足度を尋ねた。必ずしも住居の面積が満足の度

合いと一致しないことについては留意が必要である。 

 男性と女性では，女性で満足している者の比率が高く 5割に達する。 

 男性では東京圏就職グループで満足している者の比率が高く 5割を超える。盛岡広域

就職グループでは３割程度にとどまり，うちずっと岩手盛岡組では２割程度が不満を抱

いている。 

 女性では進学時流出組が突出しており満足している者の比率は 7割を超える。しかし

ながら，その他の組でも半数程度が満足しており，「満足」の度合いはどの組でも 2割程

度を有し，また不満を抱いている者も 2割程度存在する。 

 

 

ノ （生活）通勤 

 この項目では，生活で通勤の満足度を尋ねた。 

 男性と女性では，男性の満足している者の比率が高く 5割に達する。 

 男性では東京圏就職グループで満足している者の比率が高く 6割程度となっており，

その他の組の満足している者の比率は 4割程度となっている。不満を抱いている者は進

学時流出組で突出しており２割程度になっている。 

 女性では進学時流出組で満足している者の比率が高く 8割程度に達している。就職時

転出組では満足している者の比率は 4割程度だが，不満を抱いている者は 3割を超えて

いる。 

盛岡広域就職グループでは，ずっと岩手盛岡組で満足している者の比率が 3割を超える

ものの，Ｕターン組では 2割に達せず不満を抱いている者の比率が 3割を超えている。 
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ハ （生活）食生活 

 この項目では，生活で食生活の満足度を尋ねた。 

 男性では東京圏就職グループで満足している者の比率が高く 6割程度となっており，

進学時流出組，ずっと岩手盛岡組が続き，Ｕターン組が最も低い。「満足」の回答比率

は，就職時転出組で高くなっている。 

 女性も男性と同じような傾向をもっているが，「満足」の回答比率は，進学時流出組で

高くなっている。 

 ずっと岩手盛岡組でも半数程度の者が満足している傾向がみえる。 

 

 

ヒ （生活）居住費（家賃，住宅ローン） 

 この項目では，生活における居住費の満足度を尋ねた。 

 男性と女性では，女性で満足している者の比率が高い。 

 男性では，就職時転出組で満足している者の比率が高く，「満足」と回答した者が 2割

程度存在する。一方，ずっと岩手盛岡組では不満を抱いている者が 3割程度存在する。 

 女性では，進学時流出組で満足している者の比率が高く，「満足」と回答した者が 3割

を超える。一方で，女性で不満を持つ層は，就職時転出組で最も多く，4割に達し，ずっ

と岩手盛岡組でも 3割に達する。 
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フ （生活）生活費（居住費以外） 

 この項目では，生活における居住費以外の生活費の満足度を尋ねた。 

 男性では，就職時転出組で満足している者の比率が 6割程度に達する一方で，不満を

抱いている者の比率も 3割を超え，両極端の傾向がある。ずっと岩手盛岡組では不満を

抱いている者の比率が高い。  

 女性では，進学時流出組で満足している者の比率が高く５割を超える。一方で，女性

で不満を持つ層は，すべての組で 3割程度存在している。 

 

 

ヘ （生活）親・親族との人間関係 

 この項目では，生活における親・親族との人間関係の満足度を尋ねた。 

 なお，親・親族との人間関係は，濃密であることを満足とする者も，希薄であること

満足とする者もいると思われ，あくまで現状の満足度のみを測ったものであることに留

意が必要である。 

 男性と女性では，女性で満足している者の比率が高い。 

 男性では，Ｕターン組を除いた各組で満足している者が 4割程度存在する。また，「ど

ちらともいえない」の比率が女性に比べて多い。 

女性では，全体で 5割程度の者が満足している傾向がある。親元から離れている東京

圏就職グループでも満足している者の比率が高い。女性では不満を抱いている者が 2割

程度あり男性に比べて高い。 
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ホ （生活）町内会・近所づきあいなど地域の人間関係，助け合い 

 この項目では，生活における近隣など地域の人間関係，助け合いなどの満足度を尋ね

た。 

 なお，本設問は，濃密な人間関係を満足とする者も，希薄な人間関係を満足とする者

もいると思われ，あくまで現状の満足度のみを測ったものであることに留意が必要であ

る。 

 男性では，満足している者が就職時転出組で 6割を超えるが，進学時流出組，ずっと

岩手盛岡組では３割程度にとどまり，Ｕターン組では「どちらともいえない」が最も多

い。 

 女性では，東京圏就職グループで満足している者が 4割に達するが，盛岡広域就職グ

ループでは，2割程度に減少する。ただし，Ｕターン組では不満度が 4割に達している。 
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（４）まちの魅力 

 この項では，盛岡広域に居住している者と東京圏に居住している者に対し，現在居住

しているまちの魅力について尋ねた。ずっと岩手盛岡組，Ｕターン組，進学時流出組，

就職時転出組に分けてまちの魅力を探る。まちが内在する魅力を尋ねた質問であるが，

自らの満足度すなわち自分に訴求する街の魅力ととらえて回答しているケースがあるこ

とに留意が必要である。 

 

ア （まちの魅力）通勤・通学がしやすい 

 この項目では，住んでいるまちで通勤・通学がしやすいかを尋ねた。 

 男性では，東京圏就職グループで高評価が半数を超え，盛岡広域就職グループではや

や評価が下がる。 

 女性では，進学時流出組で高評価が著しく多く，就職時転出組でも 5割を超える。ず

っと岩手盛岡組では男性より低評価が多い。就職時転出組における低評価は男性と比べ

ると多い。 

 男女とも，ずっと岩手盛岡組では半数が通勤・通学しやすいと回答している。一方

で，Ｕターン組では男女とも高評価が少なく，低評価が多い。 

 

 

イ （まちの魅力）働く場の選択肢が多い 

 この項目では，住んでいるまちで働く場の選択肢が多いかを尋ねた。 

 男女とも，東京圏就職グループで高評価が半数を超える。特に進学時流出組の女性で

は著しく高い。女性の就職時転出組では，2割ほど低評価層が出現している。 

 ずっと岩手盛岡組では，男女とも 3割程度が高評価する一方で，4 割程度が低評価であ

る。この傾向はＵターン組で著しく，男女とも低評価が 5割を超える。  
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ウ （まちの魅力）働く場で育児や介護への理解や制度が充実している 

 この項目では，育児や介護への理解や制度の充実度を尋ねた。 

 男性では，東京圏就職グループで高評価の比率が高い。 

 女性では，進学時流出組で高評価が多いが，就職時転出組では高評価が 3割程度しか

なく，低評価が 3割を超える。 

 男女とも，盛岡広域就職グループでは高評価が 3 割程度と少ない。 

 

 

エ （まちの魅力）働く場で若者や女性が活躍している 

 この項目では，働く場で若者や女性が活躍しているまちかどうかを尋ねた。 

 男女とも進学時流出組で，高評価の比率が著しく高くなっている。 

 男性では就職時転出組で半数程度が高評価であるが，ずっと岩手盛岡組では高評価が

少なく，低評価が３－４割と高い比率となっている。 

 女性では，進学時流出組を除けば，高評価は 3割程度にとどまり，低評価も２－３割

となっている。 
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オ （まちの魅力）収入の水準が高い 

 この項目では，収入の水準が高いまちかどうかを尋ねた。 

 男女とも東京圏就職グループで高評価が多くなっている。ただし，女性の就職時転出

組では低評価が増えている。 

 男女とも盛岡広域就職グループでは低評価が著しく多くなっている。特に女性では

「まったくそう思わない」の比率が 4割を超えている。 

 

 

カ （まちの魅力）食べ物がおいしい 

 この項目では，食べ物がおいしいまちかどうかを尋ねた。 

 男性では，東京圏就職グループとずっと岩手盛岡組では半数程度が魅力を感じてお

り，Ｕターン組では魅力ととらえていない傾向がある。 

 女性では，一転して盛岡広域就職グループにおける盛岡の評価が高く，Ｕターン組が

魅力としてみていることは注目に値する。「あまりそう思わない」「まったくそう思わな

い」の比率が低いこともこの傾向を補強するものと思われる。 
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キ （まちの魅力）自然環境に恵まれている 

 この項目では，自然環境に恵まれているまちかどうかを尋ねた。  

男女とも，盛岡広域就職グループで，岩手盛岡の自然環境に対する評価が高い。一方

で，進学時流出組の男性では，東京圏の自然環境に対する低評価の比率が高い。 

特に盛岡広域就職グループの女性で「とてもそう思う」の構成比が高い。 

 

ク （まちの魅力）気候がよい 

 この項目では，気候がよいまちかどうかを尋ねた。  

男女とも，ずっと岩手盛岡組で半数近くが岩手盛岡の気候を高評価している。また東

京圏就職グループでも半数近くが東京圏の気候を高評価している。 

Ｕターン組に着目すると，高評価の比率が少ない。 

 就職時転出組では，東京圏の気候に対する高評価が半数を超える一方で，低評価のも

のも 2 割程度いる。 
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ケ （まちの魅力）日常の買い物の利便性が高い 

 この項目では，日常の買い物の利便性の魅力を尋ねた。  

男女とも東京圏に対する評価が高い。 

ただし，男性のずっと岩手盛岡組や，女性の盛岡広域就職グループで盛岡を高評価す

る者も半数程度おり，女性でその比率が高い。 

 

 

コ （まちの魅力）まちの景観・街並みがよい 

 この項目では，まちの景観・街並みの魅力を尋ねた。 

男女とも，東京圏就職グループにおける東京圏の高評価が半数程度に達するが，ずっ

と岩手盛岡組でも高評価のものが半数近く存在する。 

男女ともＵターン組で評価が低い。 
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サ （まちの魅力）公共交通機関が充実している 

 この項目では，まちの公共交通機関の魅力を尋ねた。 

 男女とも東京圏就職グループで，高評価が多い。進学時流出組では男女とも 7割を超

える高評価がある。「とてもそう思う」の比率が女性で高い。 

 ずっと岩手盛岡組では，３割程度が高評価しているが，低評価も 4割程度いる。 

 Ｕターン組では，男性では低評価が半数を超える一方で，女性では高評価が半数に達

している。 

 

 

シ （まちの魅力）物価が安い 

 この項目では，まちの物価の安さを魅力として尋ねた。 

 男女とも，就職時転出組で高評価の比率が高い。一方で，進学時流出組では高評価の

比率が低い。 

 盛岡広域就職グループでは，男性で 3割程度が物価の安さを感じているが，女性では

やや低い。特にＵターン組で低評価の比率が男性で 4割，女性で 5割に達している。 

 

 

ス （まちの魅力）まちに活気や賑わいがある。 

 この項目では，まちの活気や賑わいの魅力を尋ねた。 

 男女とも，東京圏就職グループで高評価が半数を超えており，男性の就職時転出組で

極めて高い。盛岡広域就職グループでは低評価の比率が高く，特にＵターン組でその比

率が高く「まったくそう思わない」が女性で多い。 
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セ （まちの魅力）まちに活気や賑わいがある。 

 この項目では，まちの活気や賑わいの魅力を尋ねた。 

 男女とも，東京圏就職グループで高評価が半数を超えており，男性の就職時転出組で

極めて高い。盛岡広域就職グループでは低評価の比率が多く，Ｕターン組で低評価の比

率が高く「まったくそう思わない」が占める比率が女性で多い。 

 

 

ソ （まちの魅力）落ち着いた環境・安心がある 

 この項目では，まちの魅力として落ち着いた環境や安心があるかを尋ねた。 

 男女とも，東京圏就職グループで高評価が半数を超えており，ずっと岩手盛岡組でも

半数を超えている。しかしながらＵターン組では評価が低い。 
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タ （まちの魅力）まちに知名度やブランド力がある 

 この項目では，まちに知名度やブランド力があるかを尋ねた。 

 盛岡広域就職グループでは低評価が半数程度を占める一方で，東京圏就職グループで

は高評価が半数程度を占める。 

 男女間で最も大きい差異を生じているのが就職時転出組で，女性では「とてもそう思

う」の評価が多い。 

 

 

チ （まちの魅力）まちのお祭り，イベントに参加できる 

 この項目では，まちのお祭り，イベントへの参加の魅力があるかを尋ねた。 

 男女では，女性でまちの祭やイベントへの感度が高い傾向がある。 

 各組に大きな差異は見られないが，男女ともＵターン組で評価が低い傾向が見られ

る。 
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ツ （まちの魅力）魅力的なパートナーとの出会いがある 

 この項目では，まちに魅力的なパートナーとの出会いがあるかを尋ねた。 

 男女とも東京圏就職グループで高評価の比率が高いが，男性では，高評価が低評価の

人数を上回っている一方で，女性では，逆に低評価が高評価を上回っている。 

 盛岡広域就職グループでは，低評価の比率が高い。女性でその傾向がつよく，Ｕター

ン組では低評価が８割を超えている。 

 

 

テ （まちの魅力）グルメ・飲食店が充実している 

 この項目では，まちにグルメ・飲食店が充実しているかを尋ねた。 

 男女とも東京圏就職グループで高評価の比率が高く，盛岡広域就職グループでは高評

価の比率は低い。 

 男女で大きな違いがあるのは，盛岡広域就職グループの女性で，低評価の比率が高

く，特にＵターン組で著しい。 

 

 

ト （まちの魅力）趣味の選択肢が充実している。 

 この項目では，まちに趣味の選択肢が充実しているかを尋ねた。 

 進学時流出組では男女とも 4割程度が高評価だが，就職時転出組では男性で高評価が 6

割を超えるものの女性では２割程度しかない。 

 盛岡広域就職グループでは高評価は 2割程度である。 
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 女性の低評価に着目すると，全体では 4 割を超え進学時流出組を除いては低評価が圧

倒する。 

 

 

ナ （まちの魅力）スポーツ・文化施設が充実している 

 この項目では，まちにスポーツ・文化施設が充実しているかを尋ねた。 

 東京圏就職グループで高評価が半数程度に達するのに対し，盛岡広域就職グループで

は低評価の比率が高く，Ｕターン組では特にその傾向が顕著である。 

 

 

ニ （まちの魅力）旅行やレジャーの選択肢が充実している 

 この項目では，まちに旅行やレジャーの選択肢が充実しているかを尋ねた。 

 東京圏就職グループで高評価が半数程度に達するのに対し，盛岡広域就職グループで

は低評価の比率が高く，Ｕターン組では特にその傾向が顕著である。 
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ヌ （まちの魅力）子育て支援，子育て環境が充実している 

 この項目では，まちに子育て支援，子育て環境が充実しているかを尋ねた。 

 東京圏就職グループでは，男性の高評価が半数程度であるのに対し，女性では３割程

度と低くなっており，低評価の比率も高い。 

 盛岡広域就職グループでは，評価の分布は組によって異なる。ずっと岩手盛岡組の男

性と女性を比較すると，女性で低評価の比率が高い。Ｕターン組の男性と女性を比較す

ると，男性で低評価の比率が高い。 

 

 

ネ （まちの魅力）教育支援，教育施設が充実している 

 この項目では，まちに教育支援，教育施設が充実しているかを尋ねた。 

 東京圏就職グループでは，男性の高評価が半数程度であるのに対し，女性では３割程

度と低くなっている。 

 盛岡広域就職グループでは，高評価が 2割程度であるが，低評価の分布は組によって

異なる。ずっと岩手盛岡組の男性と女性を比較すると，女性で低評価の比率が高い。Ｕ

ターン組の男性と女性を比較すると，男性で低評価の比率が著しく高く，女性では低

い。 
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ノ （まちの魅力）医療支援，医療施設が充実している 

 この項目では，まちに医療支援，医療施設が充実しているかを尋ねた。 

 東京圏就職グループで比較的高評価の比率が高く，女性の「とてもそう思う」の比率

が高い。盛岡広域就職グループの女性では高評価が３割程度に達している。  

 

 

ハ （まちの魅力）介護支援，介護施設が充実している 

 この項目では，まちに介護支援や介護施設が充実しているかを尋ねた。 

 女性では，どの組でも大きな差異がみられない。男性では進学時流出組で高評価の比

率が高く，Ｕターン組で低評価の比率が高い。 

 

 

ヒ （まちの魅力）親・親族との関係を保ちやすい 

 この項目では，まちに親・親族との関係が保ちやすいかを尋ねた。 

 低評価すなわち親・親族との関係を保ちづらく感じている組としては，就職時転出組
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の比率が高く，3割程度に達している。 

 女性の就職時転出組で高評価の比率が低く，また低評価も 3割程度に達する。 

 ずっと岩手盛岡組では高評価が 3割を超え，また，低評価が 1割程度と低い。 

 

 

フ （まちの魅力）他者から干渉されない，匿名性がある 

 この項目では，まちに他者から干渉されない，匿名性ない魅力があるかを尋ねた。 

 男性の就職時転出組で高評価の比率が高く，進学時流出組が続く。また女性では，進

学時流出組の高評価の比率が著しく高く，就職時転出組が続く。ただし男性と比較して

女性の就職時転出組では低評価が 2割程度出現している。 

 盛岡広域就職グループでは，まちの魅力と感じるものは 1－2 割程度であり，低評価の

ものが３割程度存在する。 

 

 

ヘ （まちの魅力）町内会・近所づきあいなど地域の人間関係・助け合いが良好 

 この項目では，まちに町内会・近所づきあいなど地域の人間関係・助け合いの良好さ

が魅力となっているかを尋ねた。 

 高評価をしている組としては，男性の就職時転出組の高評価の比率が著しく高い。ま

た，すべての組の女性で，3 割程度の高評価がある。 

 Ｕターン組では，男女とも低評価の比率が 4割程度ある。 
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（５）盛岡広域への居住，Ｕターン 

 この項では，盛岡広域に居住する（住み続ける・Ｕターンする）希望がどの程度ある

のかを尋ねた。  

対象者は前項と同じ属性で抽出している。 

ずっと岩手盛岡組の男性では 75％，女性では 70％が盛岡広域に「住み続けたい」と考

えており，「わからない」と回答した者は男性では 15％，女性では 20％に上る。 

Ｕターン組の男性では 71.4％，女性では 25％が盛岡広域に「住み続けたい」と考えて

おり，「わからない」と回答した者は男性で 28.6％，女性では 50.0％にも上る。 

東京圏に住む進学時流出組では，盛岡広域に「戻りたい」「できれば戻りたい」と考え

ているものが男性で 44.4％，女性で 29.4％おり，「わからない」と回答した者が男性で

22％，女性で 29.4％いる。 

東京圏に住む就職時転出組では，盛岡広域に「戻りたい」「できれば戻りたい」と考え

ている者が男性で 58.3％，女性で 36.6％おり，「わからない」と回答した者が男性で

8.3％，女性で 26.7％いる。 

東京圏に住む者の中では，就職時転出組で盛岡広域へのＵターン志向がやや強いと思

われる。前項で見たように実家や家族への志向は女性で高いが女性では婚姻等により主

体的に居住地を選択できないことがあるため，Ｕターン志向が強く表れないものと考え

られる。このことは，わからないと回答した比率が女性でおしなべて高いことからも類

推される。 

 

 

 東京圏に在住しているグループの中で，盛岡広域に「戻りたい」「できれば盛岡広域に

戻りたい」と回答した者に対して，Ｕターンする可能性があるタイミングをライフイベ

ントごとに調査したのが次の図表３-２-13 である。なお，複数回答であることに留意さ

れたい。 

盛岡広域への居住希望

男性 上段:度数

下段:％

盛岡広域に

戻り たい

（ 住みた

い）

できれば盛

岡広域に戻

り たい（ 住

みたい）

あまり 盛岡

広域に戻り

たく ない

（ 住みたく

ない）

盛岡広域に

戻り たく な

い（ 住みた

く ない）

現在も盛岡

広域に住ん

でいて， 今

後も住み続

けたい

ほかに住み

たい場所が

ある

わからない 合計

-                   -                   -                   -                   30               4                 6                 40               

-                   -                   -                   -                   75.0            10.0            15.0            100.0          

-                   -                   -                   -                   5                 -                   2                 7                 

-                   -                   -                   -                   71.4            -                   28.6            100.0          

2                 6                 5                 1                 -                   -                   4                 18               

11.1            33.3            27.8            5.6              -                   -                   22.2            100.0          

1                 6                 1                 3                 -                   -                   1                 12               

8.3              50.0            8.3              25.0            -                   -                   8.3              100.0          

3                 12               6                 4                 35               4                 13               77               

3.9              15.6            7.8              5.2              45.5            5.2              16.9            100.0          

Q12

ずっと岩手盛岡組

Uターン組（ 首都

圏）
進学時流出組（ 首

都圏）
就職時転出組（ 首

都圏）

全体

code2

盛岡広域への居住希望

女性 上段:度数

下段:％

盛岡広域に

戻り たい

（ 住みた

い）

できれば盛

岡広域に戻

り たい（ 住

みたい）

あまり 盛岡

広域に戻り

たく ない

（ 住みたく

ない）

盛岡広域に

戻り たく な

い（ 住みた

く ない）

現在も盛岡

広域に住ん

でいて， 今

後も住み続

けたい

ほかに住み

たい場所が

ある

わからない 合計

-                   -                   -                   -                   89               11               26               126             

-                   -                   -                   -                   70.6            8.7              20.6            100.0          

-                   -                   -                   -                   3                 3                 6                 12               

-                   -                   -                   -                   25.0            25.0            50.0            100.0          

1                 4                 2                 5                 -                   -                   5                 17               

5.9              23.5            11.8            29.4            -                   -                   29.4            100.0          

4                 7                 4                 7                 -                   -                   8                 30               

13.3            23.3            13.3            23.3            -                   -                   26.7            100.0          

5                 11               6                 12               92               14               45               185             

2.7              5.9              3.2              6.5              49.7            7.6              24.3            100.0          

Q12

code2

ずっと岩手盛岡組

Uターン組（ 首都

圏）
進学時流出組（ 首

都圏）
就職時転出組（ 首

都圏）

全体

図表３-２-12 盛岡広域への居住，Ｕターン希望 
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 進学時流出組の男性では，「退職後」が最も多く,「転職先が見つかったとき」が次

ぐ。女性では，「退職後」と「起業・事業承継するとき」が同数となっている。 

 就職時転出組の男性では，「起業・事業承継するとき」が最も多く，「転職先が見つか

ったとき」，「こどもが独立したとき」が次ぐ。女性では，「親の世話・介護が必要になっ

たとき」が著しく多く，「子どもが独立したとき」，「子どもが小学校に入学する前」，「退

職後」が続く。 

 男性と進学時流出組の女性は仕事にかかわるライフイベントがＵターンのタイミング

になる一方で，就職時転出組の女性では家族等にかかわるライフイベントがＵターンの

タイミングになる傾向にあると考えられる。 

 

 

 

 また，同層に対してＵターンの課題を尋ねたのが次の表である。 

 進学時流出組の男性では，「仕事に関する情報がない」が最も大きい比率を占め，女性

では「仕事の確保」が大きな比率を占めた。 

 就職時転出組の男性では，「仕事の確保」，「起業や創業が難しい」が課題として最も大

きく，女性では「仕事の確保」が大きな課題として挙げられた。 

 

 

 

 

（６）盛岡広域に住むにあたって求めること，重視すること 

 この項では，盛岡広域に住む（東京圏就職グループでは盛岡広域に住むと仮定したと

き）にあたってどのような項目を重視するのかを確認する。 

対象者は前項と同じ属性で抽出した。なお，アンケートでは盛岡広域を「盛岡」と表

示したため，以下同様に「盛岡」と表示することがある。 

 

ア （盛岡に住むときに重視すること）通勤・通学がしやすい 

 この項目では，通勤・通学がしやすいことを重視するかを尋ねた。 

男性 上段:度数

下段:％
就職すると

き

転職先が見

つかったと

き

起業・ 事業

継承すると

き

結婚前のど

こか

結婚したと

き

子どもが生

まれる前

子どもが生

まれたとき

子どもが小

学校に入学

する前

子どもが独

立したとき

親の世話・

介護が必要

になったと

き

退職後 その他 未定 合計

2                 3                 2                 -                   -                   -                   -                   1                 2                 2                 4                 -                   -                   8                 

25.0            37.5            25.0            -                   -                   -                   -                   12.5            25.0            25.0            50.0            -                   -                   100.0          

-                   3                 4                 1                 -                   -                   -                   1                 3                 -                   2                 -                   -                   7                 

-                   42.9            57.1            14.3            -                   -                   -                   14.3            42.9            -                   28.6            -                   -                   100.0          

2                 6                 6                 1                 -                   -                   -                   2                 5                 2                 6                 -                   -                   15               

13.3            40.0            40.0            6.7              -                   -                   -                   13.3            33.3            13.3            40.0            -                   -                   100.0          

Q13

進学時流出組（ 首

都圏）
就職時転出組（ 首

都圏）

全体

女性 上段:度数

下段:％
就職すると

き

転職先が見

つかったと

き

起業・ 事業

継承すると

き

結婚前のど

こか

結婚したと

き

子どもが生

まれる前

子どもが生

まれたとき

子どもが小

学校に入学

する前

子どもが独

立したとき

親の世話・

介護が必要

になったと

き

退職後 その他 未定 合計

1                 1                 3                 -                   -                   1                 -                   -                   3                 1                 2                 -                   -                   5                 

20.0            20.0            60.0            -                   -                   20.0            -                   -                   60.0            20.0            40.0            -                   -                   100.0          

-                   2                 -                   1                 1                 1                 2                 4                 5                 7                 4                 -                   1                 11               

-                   18.2            -                   9.1              9.1              9.1              18.2            36.4            45.5            63.6            36.4            -                   9.1              100.0          

1                 3                 3                 1                 1                 2                 2                 4                 8                 8                 6                 -                   1                 16               

6.3              18.8            18.8            6.3              6.3              12.5            12.5            25.0            50.0            50.0            37.5            -                   6.3              100.0          

Q13

進学時流出組（ 首

都圏）
就職時転出組（ 首

都圏）

全体

男性 上段:度数

下段:％ 仕事の確保

仕事に関す

る情報がな

い

起業や創業

が難しい

農業・ 林業

など第1次産

業への就業

が難しい

住宅の確保

住宅に関す

る情報がな

い

家族・ パー

ト ナーの同

意を得るこ

と

Uターンに

関する各種

情報の入

手・ 相談先

の確保

転居資金の

工面

近所づきあ

いなど， 地

域への溶け

込み

子どもの教

育
友人を作る その他 特にない 合計

2                 4                 1                 -                   1                 1                 2                 2                 1                 2                 1                 1                 -                   1                 8                 

25.0            50.0            12.5            -                   12.5            12.5            25.0            25.0            12.5            25.0            12.5            12.5            -                   12.5            100.0          

5                 4                 5                 2                 3                 2                 1                 2                 2                 2                 1                 -                   -                   -                   7                 

71.4            57.1            71.4            28.6            42.9            28.6            14.3            28.6            28.6            28.6            14.3            -                   -                   -                   100.0          

7                 8                 6                 2                 4                 3                 3                 4                 3                 4                 2                 1                 -                   1                 15               

46.7            53.3            40.0            13.3            26.7            20.0            20.0            26.7            20.0            26.7            13.3            6.7              -                   6.7              100.0          

Q14

進学時流出組（ 首

都圏）
就職時転出組（ 首

都圏）

全体

女性 上段:度数

下段:％ 仕事の確保

仕事に関す

る情報がな

い

起業や創業

が難しい

農業・ 林業

など第1次産

業への就業

が難しい

住宅の確保

住宅に関す

る情報がな

い

家族・ パー

ト ナーの同

意を得るこ

と

Uターンに

関する各種

情報の入

手・ 相談先

の確保

転居資金の

工面

近所づきあ

いなど， 地

域への溶け

込み

子どもの教

育
友人を作る その他 特にない 合計

4                 3                 1                 -                   2                 2                 1                 2                 1                 -                   1                 -                   -                   -                   5                 

80.0            60.0            20.0            -                   40.0            40.0            20.0            40.0            20.0            -                   20.0            -                   -                   -                   100.0          

8                 2                 1                 2                 4                 2                 3                 3                 4                 2                 3                 1                 -                   1                 11               

72.7            18.2            9.1              18.2            36.4            18.2            27.3            27.3            36.4            18.2            27.3            9.1              -                   9.1              100.0          

12               5                 2                 2                 6                 4                 4                 5                 5                 2                 4                 1                 -                   1                 16               

75.0            31.3            12.5            12.5            37.5            25.0            25.0            31.3            31.3            12.5            25.0            6.3              -                   6.3              100.0          

Q14

進学時流出組（ 首

都圏）
就職時転出組（ 首

都圏）

全体

図表３-２-13 盛岡広域へＵターンするタイミング 

図表３-２-14 盛岡広域へＵターンする際の課題 
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 男性よりも女性で通勤・通学のしやすさを重視する比率が高い。Ｕターン組では「重

視する」の比率が低い。 

 

 

イ （盛岡に住むときに重視すること）働く場の選択肢が多い 

 この項目では，働く場の選択肢の多さを重視するかを尋ねた。 

 男性では進学時流出組で重視する比率が高い。 

 女性ではＵターン組を除くすべての組で 4割程度が「重視する」と回答しており，女

性では全般的に働く場の多様性を重視する傾向にある。 

Ｕターン組では「重視する」の比率が低い。 

 

 

ウ （盛岡に住むときに重視すること）働く場で育児や介護への理解や制度が充実して

いる 

 この項目では，働く場で育児や介護への理解や制度が充実していることを重視するか

を尋ねた。 

 男性では，東京圏就職グループで重視する比率が高い。  

 男性と比較すると女性で重視する比率が高い。特に女性では「重視する」と回答した

者が 4割を超えており，女性に訴求力が高い項目であると考えられる。 
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エ （盛岡に住むときに重視すること）働く場で若者や女性が活躍している 

 この項目では，働く場で若者や女性が活躍していることを重視するかを尋ねた。 

 男性と女性では，男性の「あまり重視しない」「重視しない」がどの組でも 2割程度を

占めているのに対し，女性では重視する比率が高い。 

 男性でも，進学時流出組の男性では若者や女性の活躍を重視する傾向がある。 

 

 

オ （盛岡に住むときに重視すること）収入の水準が高い 

 この項目では，収入の水準の高さを重視するかを尋ねた。 

 男性では，進学時流出組で「重視する」の比率が高く，就職時転出組が続く。 

女性では，就職時転出組で「重視する」の比率が高く，進学時流出組が続く。 

 男性と女性では，女性に対して訴求力がある項目であると考えられる。 
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カ （盛岡に住むときに重視すること）安定した仕事に就ける 

 この項目では，仕事の安定性を重視するかを尋ねた。 

 男性では，収入の高さとほぼ同傾向であるのに対して，女性では，収入の高さに比べ

てもさらに重視する比率が高い。 

 

 

キ （盛岡に住むときに重視すること）成長性がある仕事につける 

 この項目では，仕事の成長性を重視するかを尋ねた。 

 東京圏就職グループで重視する傾向が強い。 

 収入の水準の高さや，仕事の安定性を尋ねる項目と比較すると，重視する傾向が低

い。 

 

 

ク （盛岡に住むときに重視すること）専門的・先進的・高度な仕事に就ける 
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 この項目では，仕事における専門性・先進性・高度性を重視するかを尋ねた。 

 男性では，進学時流出組で重視する比率が高い。 

女性では，どの組でも「重視する」が同程度の出現率となっている 

 

 

ケ （盛岡に住むときに重視すること）時間や空間にゆとりがある 

 この項目では，時間や空間にゆとりがあることを重視するかを尋ねた。 

 男性では，進学時流出組で重視する比率が高い。 

女性では，すべての組で同程度の出現率となっており，女性に対する訴求力が大きい

項目であると考えられる。 

 

 

コ （盛岡に住むときに重視すること）自然環境が豊かだ 

 この項目では，自然環境の豊かさを重視するかを尋ねた。 

 男女とも東京圏就職グループで重視する比率が高い。 
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サ （盛岡に住むときに重視すること）気候があっている 

 この項目では，気候が自分にあっていることを重視するかを尋ねた。 

 男女とも東京圏就職グループで重視する比率が高い。 

 

 

シ （盛岡に住むときに重視すること）日常の買い物の利便性が高い 

 この項目では，日常の買い物の利便性を重視するかを尋ねた。 

 男女とも東京圏就職グループで重視する比率が高い。 

特に女性では，仕事と同程度に重視している傾向が強い，女性に対して訴求力がある

項目であると考えられる。 

 

 

ス （盛岡に住むときに重視すること）まちの景観・街並みが良い 

 この項目では，まちの景観や街並みを重視するかを尋ねた。 

 男性では進学時流出組で重視する比率が高い。 
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 女性ではどの層でも一定の出現率がある。 

 このことから，男性の進学時流出組と女性のすべての層に訴求力がある項目であると

考えられる。 

 

 

セ （盛岡に住むときに重視すること）公共交通機関が充実している 

 この項目では，公共交通機関の充実を重視するかを尋ねた。 

 男女とも進学時流出組で重視する比率が高い。 

 女性ではＵターン組を除いて一定の出現率があり，女性に対する訴求力が強い項目で

あると考えられる。 

 

 

ソ （盛岡に住むときに重視すること）物価が安い 

 この項目では，物価の安さを重視するかを尋ねた。 

 仕事関連の設問と比較すると，重要度が低い傾向がある。 

 女性で「重視する」の比率が高く，女性に対する訴求力が高い項目であると考えられ

る。 
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タ（盛岡に住むときに重視すること）まちに活気や賑わいがある。 

 この項目では，まちの活気や賑わいを重視するかを尋ねた。 

男女とも，仕事や生活分野に比べて重視する比率は低い。 

 女性で「重視する」の比率が高く，女性に対する訴求力が高い項目であると考えられ

る。 

 

 

チ（盛岡に住むときに重視すること）まちに創造性や機能性がある 

 この項目では，まちの創造性や機能性を重視するかを尋ねた。 

男女とも重視する比率は，仕事や生活分野に比べて低い。 

 「どちらでもない」の比率が最も高く，関心が少ない項目であると考えられる。 
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ツ （盛岡に住むときに重視すること）まちに落ち着いた環境，安心がある 

 この項目では，落ち着いた環境や安心を重視するかを尋ねた。 

 女性で重視する比率が高く，ずっと岩手盛岡組で「重視する」の比率が高い。 

 女性に対する訴求力がある項目であると考えられる。 

 

 

テ （盛岡に住むときに重視すること）まちに知名度やブランド力がある 

 この項目では，まちの知名度やブランド力を重視するかを尋ねた。 

 男女とも進学時流出組で重視する比率が高いが，それ以外の区分では重視しない比率

が高い。 

 

 

ト （盛岡に住むときに重視すること）まちのお祭り，イベントに参加できる 

 この項目では，まちのお祭り，イベントに参加できることを重視するかを尋ねた。 

 仕事に関する項目と比較すると関心が低い傾向にある。 
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ナ （盛岡に住むときに重視すること）魅力的なパートナーとの出会いがある 

 この項目では，魅力的なパートナーとの出会いを重視するかを尋ねた。 

男性と女性では，男性で重視する傾向が高く，「どちらともいえない」，または，「重視

しない」傾向は女性で高い。 

なお，回答者の中には既婚者が含まれていることに留意が必要である。 

  

 

 

ニ （盛岡に住むときに重視すること）趣味の活動が行いやすい 

 この項目では，趣味の活動が行いやすいことを重視するかを尋ねた。 

 東京圏就職グループの男性と進学時流出組の女性で重視する比率が高い。 

 ずっと岩手盛岡組では，女性で「重視する」の比率が高い。 
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ヌ （盛岡に住むときに重視すること）子育て支援，子育て施設が充実している 

 この項目では，子育て支援，子育て施設の充実を重視するかを尋ねた。 

Ｕターン組を除くすべての組で重視する比率が高く，特に女性で重視する比率が高い

ため，女性に対する訴求力があるものと考えられる。 

 

 

ネ （盛岡に住むときに重視すること）教育支援，教育施設が充実している 

 この項目では，教育支援，教育施設の充実を重視するかを尋ねた。 

 進学時流出組の男女と，就職時転出組の女性で重視する比率が高い。 

 

 

ノ （盛岡に住むときに重視すること）医療支援，医療施設が充実している 

 この項目では，医療支援，医療施設の充実を重視するかを尋ねた。 

 進学時流出組の男性と，東京圏就職グループの女性で重視する比率が高い。 
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ハ （盛岡に住むときに重視すること）介護支援，介護施設が充実している 

 この項目では，介護支援，介護施設の充実を重視するかを尋ねた。 

 男女とも進学時流出組で重視する比率が高い。 

 

 

ヒ （盛岡に住むときに重視すること）親，親族からの支援や資産の活用が期待でき

る。 

 この項目では，親，親族からの支援や資産の活用を重視するかを尋ねた。 

 男女とも東京圏就職グループで重視する比率が高く，男性でやや高い。 
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フ （盛岡に住むときに重視すること）親，親族の世話，介護を行う必要性がある。 

 この項目では，親，親族の世話，介護を行う必要性を重視するかを尋ねた。 

 特に男性の進学時流出組で重視する比率が突出して高い。  

 

 

ヘ （盛岡に住むときに重視すること）町内会・近所づきあいなど地域の人間関係，助

け合いが良好だ。 

 この項目では，町内会・近所づきあいなど地域の人間関係，良好な助け合いを重視す

るかを尋ねた。 

 仕事や生活の項目と比較すると重視度が低い傾向にある。 

 

 

ホ （盛岡に住むときに重視すること）盛岡在住の友人関係が良好だ 

 この項目では，盛岡在住の友人関係をどれだけ重視するかを尋ねた。 

 男性では，「重視する」が就職時転出組で突出している。女性では「重視する」の比率
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が高い。 

 

 

 

第３ インタビュー調査による若者の価値観・行動様式の把握 

 

 盛岡に暮らす若者や，盛岡出身で東京に居住する若者に対してインタビューを行い，

若者の実態を把握した。インタビュー内容は，個人を特定できないよう，簡潔な表現や

より幅の広い表現に変更している。 

 

（a）20代後半，女性，既婚，医療・福祉従事者 

  盛岡広域出身。岩手県内の大学に通って資格を取得した。 

高校生のころから，将来設計を考え始めた。 

  将来の親の世話や，親から受けられる支援，これまで構築した人間関係を維持して

いくことを考えると盛岡広域に住みたいと考えていた。 

将来設計の中で，夫については収入が高く安定性が高い人物を望んでいたが，盛岡

では条件を満たす職業は限定されていて絶対数が少ない。自分の条件に会う人を探し

何度か合コンを繰り返した結果，安定した職業の男性と出会って結婚した。 

もし出会いがなければ，資格を武器に，適齢期のうちに大都市に出ることを考えて

いたかもしれない。 

自分の給料は低いが，給料が少ないことだけを理由として，東京に出ようと考える

ことはなかった。 

東京への憧れはないし，ほかの土地で暮らしていく自信がない。 

東京や仙台に進出したい人は，もともと都会に住むことを望む性向を持った人では

ないか。そのような人は盛岡や盛岡の人間関係について価値をあまり感じていないと

感じている。 

女性は将来の生活を考えて行動する傾向があるので，男性の経済力や安定性が大切

だと思う。 

 

（b）20代前半，女性，未婚，学生 

  盛岡広域出身，盛岡広域育ち。 

  理系分野に興味があり，実家から岩手県内の大学に通っている。 

  地元に対する愛着は無いし，岩手には自分が学んだことを活かせる仕事がないと思

う。希望する業界の会社から内定が出たので，都内の憧れの場所に住みたいと思って

いる。将来のＵターンは考えたことはないし，親も何も言っていない。 

  若者はテレビも見ることが少ないし，新聞も雑誌も読まない人が多いので，スマート

フォンに出てこない情報は無いのと同じ。東京圏に進学した友達とも SNS で繋がっ
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ていて，東京圏の情報は豊富にあり，岩手県側から東京圏側に飛び越えるハードルは

低いと思う。 

 

（c）20代前半，女性，未婚，学生 

  Ｂ県生まれ，Ｂ市育ち。 

  企業の研究開発に興味があり，岩手県内の大学の理系学部に進学した。 

  研究開発ができる東京圏に就職したい。 

  一人っ子であり，将来の親の世話や介護の必要性はあるのかもしれないが，漠然とし

ている。改めて意識したことはないし，親も，自分の夢を応援してくれている。 

 

（d）20代前半，女性，未婚，学生 

  Ｃ県出身で，医療・福祉系の資格をとるために岩手県内の大学に進学した。 

  卒業後は地元に戻りたいと考えていて，少なくとも東北から出たくない。地元で一

定の収入を得て働くための武器として，資格取得が必要だと考えている。 

 

（e）20代前半，男性，未婚，学生 

  Ｄ県出身で，IT技術を学ぶために岩手県内の大学に進学した。卒業後は人脈づくり

や先端技術を学ぶために東京圏に就職するが，将来的には地元の近くに帰って起業し

たいと考えている。しかし，地元にはマーケットがないので，起業をするのであれば

盛岡が好適地だろうと考えている。 

 

（f）20代後半，女性，未婚，教育・学習支援 

盛岡広域出身，盛岡広域育ち。 

お世話になった教員に憧れて，教員を目指すため東北にある大学に進学した。 

卒業後は仙台に住みたかったが，採用試験で岩手県に採用された。 

  大学院での研究や，大都市への移住など，自分がステップアップできるチャンスが今

なのではないかと漠然と考えている。 

  学生のころはアパレル関係のアルバイトをしていて，アパレル業界にも興味があ

る。盛岡にはアパレルの店舗が少ないので，仙台に惹かれる。 

 

（g）20代前半，女性，未婚，学生 

Ａ県生まれ，Ａ県育ち。 

Ａ大学への入学が難しかったので，岩手県内の大学に進学した。 

企業の研究職に興味があるので，将来は東京圏に就職したい。 

将来の親の世話や介護のことまでは考えていないし，地元へのＵターンもまだ考えて

いない。 

 

（h）20代前半，男性，未婚，学生 

  盛岡広域出身，盛岡広域育ち。 

  建築に興味があり，東京にある大学に進学した。 

  必要な資格をとるためには実務経験が必要なので，卒業後は国内各所で実務経験を

積みたいと考えている。 

  秋祭りなど地域の活動に子どものころから関わっていて，地元に愛着があり，将来

的には盛岡広域に戻ってきて盛岡広域で仕事をしたいと考えている。 

 

（i）20代前半，女性，未婚，学生 

  岩手県内出身，岩手県内の大学で学んでいる。 

  卒業後は，大学で身に着けた技術や知識を活かして親元に近い岩手県内で就職した

い。 

  岩手県内には，女性がショッピングできる場所がない。 

  ショッピングとは，買い物だけではなくて，カフェによったりランチしたりしなが
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ら，友人と一日を共に過ごすことだが，選択肢がごく少ない。 

  東京や仙台で服を購入したとしても，岩手にはそれを着ていく場所がないし，イン

スタグラムで発信したいおしゃれな場所もない。 

 

（j）20代前半，女性，未婚，学生 

  Ｂ県出身。岩手県内の大学で学んでいる。 

  卒業後は，研究開発職に就きたいと考えているが，東北や岩手には働く場所がな

い。 

  Ｂ県には求める仕事がないので帰ることは考えていない。 

 

（k）20代前半，女性，未婚，学生 

  岩手県内出身，親元から岩手県内の大学に通っている。 

  親から東北の公立大学か，県内の私立大学のいずれかの選択を提示され県内の私立大

学を選択した。 

  趣味の活動を続けているので，就職するとしても盛岡広域を離れたくない。 

  親元から離れて，ほかの場所で生活していく自信がない。 

  交際している男性は，いったん東京で就職先を探すと言っているが，ついて行くかど

うかはわからない。 

 

（l）20代前半，女性，未婚，学生 

  Ｂ県出身，学びたいことはほかにあったが，自分の受験スキルにかなう範囲内でＢ

県より少し都会だと思う岩手県内の大学に進学した。 

  やりたい仕事は漠然と東京圏にあるのではないかと考えている。 

  しかし，交際している男性が岩手県内に就職する希望をもっており，その男性と離

れられないでいるのではないかと思う。 

 

（m）30代前半，女性，未婚，医療・福祉従事者 

  岩手県内出身，Ａ県の大学に通ったのち，そのままＡ県で仕事をしていた。 

  2人兄弟の弟が遠方にいるため，親の面倒を自分が見る必要があると考えていて，親

が高齢になってきたので岩手にＵターンした。 

  現在は，実家から盛岡にある職場に通っている。 

 

（n）20代前半，男性，未婚，学生 

  岩手県内出身。 

親が公務員であり，自分も公務員を目指して岩手県内の大学に進学した。 

  趣味の団体に属していて，今後も継続して参加し続けたいと考えており，県内の公

務員を目指して勉強している。 

 

（o）30代前半，女性，未婚，その他のサービス業従事者 

  岩手県内出身，東京の専門学校に通ったのち，就職先を見つけられず生活コストを

節約するために実家に戻った。 

  実家から通える範囲で販売員や事務の仕事を続けていたが，盛岡広域に仕事が多か

ったため，安いアパートを借りて盛岡広域に転居し，非正規雇用として働いている。 

  東京に戻りたい気持ちはあるが，コストがかかる。趣味の活動を通じて人間関係を

構築できているので盛岡広域から離れないと思う。 

 

（p）30代前半。男性，未婚，情報通信業従事者 

  盛岡広域出身。 

東京の大学を卒業した後，盛岡にＵターンして情報通信業の仕事についている。 

  Ｕターンした最大の理由は，親と支えあって生活するため。東京圏のほうが，自分

と同じ価値観を持つ人が多く過ごしやすいし，自分の成長も望める。しかし， 30代に
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なって東京圏に出ても多くのリターンを得られないと思い，盛岡に住み続けている。 

 

（q）20代前半，男性，未婚，学生 

  岩手県内出身。 

  岩手県内の大学で学んでいる。将来的には理系の教員になりたいと思っている。教

員になったら，自分の趣味に関連する部活動の顧問になって，ずっと趣味に携わって

いきたい。 

  自分がこれまで趣味を通じて培った人脈も資産であると思っており，これを手放し

たくないのも，岩手県内にこだわる理由だ。 

 

（r）20代前半，男性，未婚，学生 

  Ｅ県出身。 

  岩手県内の大学で学んでいる。 

  卒業後は，自分のスキルを活かせる研究開発の仕事があれば，そこに就職したいと

考えており，住む場所は特に希望はない。 

  親も地元に帰ってほしいとは言っていない。 

 

（s）20代前半，女性，未婚，学生 

  盛岡広域出身。 

  岩手県内の大学で学んでいて，将来的には岩手県内の教員を目指したいと考えてい

る。 

片親の家庭であり，大学進学で親に経済的な負担をかけたと考えている。卒業後は

地元で親を支えたいと考えており，独立して東京圏に進出することは考えていない。 

 

（t）20代前半，男性，未婚，学生 

  岩手県内出身。 

  岩手県内の大学で学んでいて，将来的には岩手県内の教員を目指したいと考えてい

る。 

  経済的に豊かでない家庭であり，親には好きなことを学ぶために大学に進学させて

もらっている恩義がある。奨学金の返済もあり，卒業後は親と支えあいながら地元で

生活していきたい。 

 

（u）20代前半，男性，未婚，学生 

  盛岡広域出身。 

  東京圏の大学に進学し，建設業に就職予定である。 

  いつかは地元に戻りたいと考えているが，奨学金を返済する必要があり，収入が高

い東京圏の企業を選択した。やりがいもある仕事だと思う。 

  将来的にいつかＵターンするのかもしれないが，盛岡に自分が求めるような仕事が

あるのか探したことはない。 

 

（v）30代前半，女性，未婚，教育・学習支援業従事者 

  盛岡広域出身。 

  東京にある大学に進学したが，東京でよい就職先を東京で見つけられなかったため

実家にＵターンし，非正規雇用として働いている。 

  実家から盛岡広域の職場に通っている。盛岡広域には大卒女性が正規雇用で働ける

事務職の仕事が少ない。賃金も少なく，いわば実家に寄生している状況だ。 


